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また一歩、未来への歩みを

進める学生たち。

この学舎で、一人一人が新しい風となり

輝かしい希望を芽吹かせていく。

特  集  1

思想堅実・穏健中正・質実剛健・積極進取

「人材教育」と「人間教育」

「学部教育」と「総合教育」

「地 域 性」と「国 際 性」

の共存

の共存

の共存

建学の精神

教育研究の理念

25 就活メモリー
篠栗町立勢門小学校
養護教諭

戸田 みゆきさん

株式会社九電工
福岡西営業所

岡 佑司さん

カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社
九州営業九州Tポイント

末増 周さん

株式会社JALスカイ九州
空港オペレーション部

鶴田 知日愛さん

33 寄付者ご芳名一覧

29 F u k u d i a r y
卒業生の皆さんへ

31 I N FORMAT I ON
令和２年度学術文化祭開催
学術文化部紹介

CONTENTS

特集1

咲き誇る未来へ
02

特集2

福大スポーツの挑戦
07

新年度を迎える皆さんへ03

福大出身のオリンピアン08

体育部会紹介19

27 ヒポクラテスの系譜
福岡大学病院

岩﨑 昭憲病院長
福岡大学西新病院

三浦 伸一郎病院長

36 ななくま通信

21 時代を駆ける先輩たち
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桑水流 裕策さん
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藤野 遼さん
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立石アルファ裕一さん

走高跳

真野 友博さん

17 世界を目指す在学生
陸上競技部

兒玉 芽生さん
サッカー部（男子）

井上 健太さん
バレーボール部（女子）

林田 愛佳さん
柔道部（女子）

坪根 菜々子さん

15 トップアスリートを支える卒業生
日本陸上競技連盟 強化普及部 強化育成課

岩瀧 一生さん

09 福岡大学が育むスポーツの今と未来
田中 守副学長（医学・医療・スポーツ・健康・学生分野担当）

この作品は昨年の読売書法展で入選し
た作品になります。作品をつくり上げる上で
筆の流れを保つことと行の軸を真っ直ぐに
し、ぶれない様にすることを意識しました。こ
の作品を創作できたことは今の自分の糧に
なっています。これからも作品の質を高める
ために日々の練習と挑戦・研究を継続させ
ていきたいと思います。

仰ぎ見れば勢いはますます盛ん、まさしく
大自然のなすところ、湖からの風が滝に吹
き付けてやまず、川の月が照らし出そうとし
ても漠然として定まらない。空中に乱れ散
り、左右の青壁を洗う。

福岡大学 FUKUOKA  U N I V E R S I T Y  MA GA Z I N E
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望　山瀑布
ー　山の瀑布を望む（李白より）

学生制作の作品紹介

現代語訳

書道部 3年次生

小屋松 紫月作
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大学では色々な教科を学んで知識

を修得し、理解することから始まります。

そして理解したことを考え、判断して、そ

れをどう使うかという表現力も磨いても

らいたいと思います。さらに、社会の中

で人として人間性に富んだ行動ができ

るようになってください。大学での人と

の出会いや経験は一生の宝となりま

す。また、海外へも積極的に目を向けて

グローバルな人になってほしいと思って

います。

副学長（教学担当）

加留部 善晴 教授（薬学部） 

一歩踏み出そう。今まで見えなかっ

たものが見えてきます。例えば、これま

で読書を避けてきた人は、著者と対話

するように本を読んでみてください。きっ

と新しい発見があるでしょう。これまで

避けてきたことにチャレンジすると世界

が広がります。学生時代は長いようで

短いものです。自分が本当にやりたい

ことを見つけ、在学中に自分自身をブ

ラッシュアップし、夢の実現に必要な真

の基礎的力を修得してください。

副学長（財政担当）

小野寺 一浩 教授（法学部）

大学時代は、一生の中で最も基礎

学力が身に付く時期です。大学内外で

の学習を通じて学力を十分に養ってく

ださい。単なる結果の暗記ではなく、そ

こに至るまでの過程が大切です。また、

9学部がワンキャンパスに集まっている

という利点を生かし、専門分野の異な

る学生たちとチームを組んで問題解決

する体験や、社会性豊かな人間形成

にも取り組み、楽しく充実した大学生

活を送ってください。

副学長（研究・情報・地域連携・就職担当）

荒牧 重登 教授（工学部）  

まずは今年1年健康であること、その上

でさまざまな事に精力的に取り組んでくだ

さい。自ら学び、積極的に活動する中で、

社会で求められる「人間力」と「コミュニケ

ーション力」を身に付けていきましょう。大

切なことは、意識することです。学生時代

に大きく成長できるかは、皆さん自身にか

かっています。また、一年後には、東京

2020大会が開催される予定です。スポー

ツを通じて、在学生、教職員および卒業生

が一体となり、福大ブランドを高めましょう。

副学長（医学・医療・スポーツ・健康・学生分野担当）

田中 守 教授（スポーツ科学部） 

学生生活ではさまざまな人達と時間を

共有してください。長いようで大変短い

「限られた大切な時間」であると認識して

もらいたいと思います。この限られた時間

に何にチャレンジし、何を掴むか、無限に

広がる世界で大いに羽ばたいてくださ

い。自己成長の場をどこに見いだすかは、

正課・正課外活動の至る所にあり、人そ

れぞれだと思います。目標を持ってさまざ

まなことに挑戦し、自分に自信を付けて社

会に巣立ってもらいたいと思います。

事務局長

米嶋 邦章 

新年度を迎える
　　　　　皆さんへ

message

KARUBE YoshiharuONODERA KazuhiroARAMAKI ShigetoTANAKA MamoruYONESHIMA Kuniaki

福大生であることに誇りを持ち、福岡

大学を好きになってください。皆さんが

福岡大学に入学した理由はさまざまだ

と思います。なぜ福岡大学に入学した

のか、その目的を常に心に描いて、学生

生活を有意義なものにしてもらいたいと

思います。私は、物事の成功には、夢が

あり、計画があり、行動あることが大切

だと考えています。皆さんが夢を実現で

きるよう、私たちもさまざまな取り組み・

環境の整備を通じてサポートします。

学長 

朔 啓二郎 教授（医学部） 
SAKU Keijiro
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人文学部長 山縣 浩 教授法学部長 山下 恭弘 教授経済学部長 姜 文源 教授

商学部長 中川 誠士 教授理学部長 永田 潔文 教授工学部長 森山 茂章 教授

医学部長 小玉 正太 教授薬学部長 三島 健一 教授スポーツ科学部長 米沢 利広 教授

教務部長 檜垣 靖樹 教授（スポーツ科学部）学生部長 栫井 昌邦 教授（経済学部）図書館長 永星 浩一 教授（商学部）

人間は易きに流れる存在です。しかし、

苦労も努力もしないで毎日を過ごしたの

では成長は望めません。大学生活で何か

一つ、自分にとって困難と思われることに

挑戦してください。それを成し遂げたなら、

社会に出たとき、大きな自信となります。

例えば、中央図書館の蔵書約200万冊

全ては無理でしょうが、開架で手に取れ

る［818］で始まる図書全て、研究書であ

ろうと、辞書であろうと、図録であろうと読

み尽くすなどはその一つでしょう。

自分の考えを正確に伝えられる、この当

たり前に思えることで、実は難しいことを難な

くこなせる人になってください。そのために、

本学部で法律という難解と思われがちな素

材を用いてその適用を説明する、他者を納

得させる技術を磨いてください。これはきっと

社会人となったあなたの有益な才能になり

ます。また、大学にいる人の数の多さを活か

してください。多様な人材がいますので、自分

とは違った人との交流を密にしてください。こ

れはきっと発想の転換につながります。

「ムーアの法則」というものがあります。現

在の時代、日々 行われている技術進歩は、

新しい商品の性能を２年間で倍増させてい

るという経験的な法則です。技術進歩ととも

に世界経済も日々 変化しています。大きく変

化する社会では、新しいことを継続して吸収

する力が必要です。卒業後も学び続けられる

人になれるよう、多彩なカリキュラムのある本

学で学ぶ楽しさを体験してください。また、クラ

ブ活動やアルバイトなどを通じて幅広く経験

を積み、人間力を育んでほしいと思います。

医療を取り巻く社会情勢は年々厳しくな

り、在学中から今後必要とされる医師・看護

師像を意識して生活する必要があります。学

生時代は医療人としての自覚を育む時期で

もあり、規則正しい生活習慣や日々の勉学

の姿勢を厳守してください。医学教育に関し

ては記憶型から思考型へ変化していますの

で、応用力の付く復習が肝要です。医学の

対象は人であり、福岡大学が全国で高い評

価を得ている「コミュニケーション能力・人間

力」をぜひ在学中に身に付けてください。

大学生の特権は自由に使える時間が

多いことです。福岡大学にはたくさんの

充実した教育・研究施設や多様な人と

の出会いもあります。これらを有意義に

活用してください。失敗を恐れずに多くの

ことにチャレンジし、その中で自分の周り

で何が起きているかを認識し、相手の気

持ちや物事の本質に「気付く力」を身に

付けてください。考えることも大切ですが、

一歩を踏み出して行動することがより大

切です。

大学生活では、さまざまなことにチャ

レンジし、自分の可能性を広げてくださ

い。特に、クラブ活動や学内外のイベ

ント、ボランティア活動などに参加する

ことは、他者との関係の中で自分を見

つめ、感性を磨くことにもなります。一年

後に、東京2020大会が開催される予

定です。スポーツに関心や興味を持つ

だけでなく、多くの外国人の方 と々交流

を深め、豊かな人間形成につなげてく

ださい。

大学で得られるべき能力が、技術や社

会情勢の変化次第で陳腐化してしまうも

のであるならば、4年間も時間を費やす甲

斐がありません。大学ではもっと長持ちの

する能力が修得されるべきで、それはおそ

らく問題を発見し解決する能力、つまり考

える力です。考えることは言葉を通じてし

か行われえませんので、沈思黙考する前

に読む、書く、聞く、話すを繰り返すことが

考える力を付けるためには必要です。そ

れを行う最適の場がゼミナールです。

興味を持ったこと、例えば勉学や読

書、スポーツ、アート、交友、ボランティ

ア、アルバイト、旅行等に一生懸命に

取り組んでみましょう。一生懸命に取り

組んだことだけが、成功しても失敗して

も自分の成長の糧となります。時には

スマホを横に置いて、他人の価値観で

動かされていないか、静かに反省して

みましょう。そして自分が何をしたいの

か、何者であるかを意識できるようにな

りましょう。

高い専門性を身に付けるには、基礎と

なる考え方を十分に理解し、着実に知識

を修得していくことが必要です。そのため

には、さまざまな問題や課題の答えを導く

プロセスが重要ですので、「学び続けて

いく」姿勢を身に付けてください。また社

会においては文化や歴史などの教養も

大切になってきます。幅広い教養と人間

力を兼ね備え、人類の幸福や福祉、地球

環境などを考えることができる技術者を

目指してください。

学びの原点は、“なぜ？”から始まりま

す。不思議に思うことを、一つひとつの

事実を積み重ねることで解決していって

ください。常識にとらわれることなく、自分

の考えを論理的に構築し、多くの人と情

報交換をする中で、多様な価値観を理

解する力と共有する力が育まれることで

しょう。目まぐるしく移り変わる社会環境

の変化に対して、柔軟に対応する力と

斬新なアイデアで令和の時代を拓く力

を磨いていきましょう。

学問や社会情勢等に大いに関心をも

ち、興味が湧くものを探してください。それ

が見つかれば、スマホばかりでなく、本や

雑誌、友人や教員との議論等、さまざま

な手段を活用し、深掘りしてみましょう。こ

うした経験を通して初めて、他者の意見

に頼るのではなく、自らの考えや評価基

準で物事を判断し、行動できる能力を身

に付けられます。先の見えない世の中で

は、こうした素養をもつ人材がますます求

められているのではないでしょうか。

財産は失うことがありますが、大学で

学んだ知識や培った経験、そして人間関

係は誰からも奪われることはありません。

全てを失うような挫折があっても、いくらで

も再起ができるような知識や経験、人間

関係を本学での学生生活で積み上げて

ほしいと思います。講義や実験・実習は

もとより本学でのさまざまなイベントに積

極的に参加しましょう。そして、図書館を

学びの場として活用しましょう。

YAMAGATA HiroshiYAMASHITA YasuhiroKANG Moonwon

NAKAGAWA Seishi

MISHIMA Kenichi

NAGATA KiyofumiMORIYAMA Shigeaki

KODAMA ShotaYONEZAWA Toshihiro

HIGAKI YasukiEBOSHI Koichi KAKOI Masakuni

い

ま
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多くの体育部会が、強豪として好成績を残している福岡大学。

長い歴史の中で、プロスポーツ界や世界の舞台で活躍する

トップクラスの選手を数多く輩出してきました。

勝負が決まるその一瞬に、全てをかけて挑む選手・学生たち。

競技にかける熱い思いは、昔も今も、そして未来も

変わることはありません。

1964年以来となる本国開催の東京2020大会を控えた今、

世界のトップを目指す卒業生や在学生に

福大スポーツの魅力や、自身の挑戦について、話を聞きました。

走高跳

片峯 隆
KATAMINE Takashi

モスクワ（1980・日本不参加）

走高跳

佐藤 恵
SATO Megumi

ロサンゼルス（1984）
ソウル（1988・11位）

バルセロナ（1992・7位）

ヨット

高木 裕・山本 悟
TAKAGI Yutaka / YAMAMOTO Satoru

ロサンゼルス（1984・ヨット470級11位）

サッカー

永井 謙佑
NAGAI Kensuke

ロンドン（2012・4位）

バレーボール

中野 尚弘
NAKANO Naohiro

東京（1964・銅）
メキシコ（1968・銀）

7人制ラグビー

桑水流 裕策
KUWAZURU Yusaku

リオデジャネイロ（2016・4位）

ハンマー投

岡本 登
OKAMOTO Noboru

※監督・コーチでの出場分は掲載していません。

ヨット

三船 和馬
MIFUNE Kazuma

モスクワ（1980・日本不参加）

セーリング

佐藤 麻衣子
SATO Maiko

シドニー（2000・ヨーロッパ級23位）
アテネ（2004・ヨーロッパ級24位）

10000メートル

喜多 秀喜
KITA Hideki

ローマ（1960・13位）
東京（1964）

ヨット

松山 和興
MATSUYAMA Kazuoki

ミュンヘン（1972・フィン級27位）

モスクワ（1980・日本不参加）
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あ
り
ま
す
が
、田
中
副
学
長
は「
九

州
に
と
ど
ま
ら
ず
、日
本
の
ト
ッ
プ
を
目
指
し
、さ

ら
に
世
界
へ
羽
ば
た
く
と
い
う
大
き
な
目
標
を

持
っ
て
ほ
し
い
。本
学
は
ま
だ
ま
だ
全
国
に
名
を
馳

せ
る
実
力
を
秘
め
て
い
る
の
だ
か
ら
」と
期
待
を
込

め
て
話
し
ま
す
。

大
学
の
使
命
で
あ
る
教
育
・
研
究
・
医
療
に
加
え
、

「
ス
ポ
ー
ツ
」も
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
た
い
と
話

す
田
中
副
学
長
。昨
今
は
特
に「
ス
ポ
ー
ツ
」と「
科

学
」の
研
究
が
進
み
、練
習
や
試
合
で
の
デ
ー
タ
分

析
が
高
度
な
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
、戦
略
や
戦
術
に

も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
を
擁
す

る
本
学
は
、「
ど
う
し
た
ら
強
く
な
れ
る
の
か
」と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
分
析
を
試

み
る
こ
と
が
で
き
、選
手
育
成
の
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
で
教
鞭
を
執
る
片
峯
隆

教
授
は
本
学
の
卒
業
生
で
、走
り
高
跳
び
の
元
日

本
記
録
保
持
者
で
す
。好
記
録
を
出
せ
た
理
由
に
つ

い
て
、当
時
の
体
育
学
部
の
先
生
方
が
ス
ポ
ー
ツ
力

学
、生
理
学
、心
理
学
、指
導
哲
学
な
ど
の
観
点
か

ら
分
析
し
、学
会
で
発
表
し
て
い
ま
す
。片
峯
先
生

は
そ
の
後
、指
導
者
と
し
て
佐
藤
恵
選
手（
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
１
９
８
４
大
会
、ソ
ウ
ル
１
９
８
８
大
会
、バ
ル

セ
ロ
ナ
１
９
９
２
大
会
出
場
）を
育
成
。さ
ま
ざ
ま
な

機
器
が
揃
っ
た
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
で
は
、さ

ら
に
詳
細
な
デ
ー
タ
を
取
り
、踏
み
込
ん
だ
分
析
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。田
中
副
学
長
は
今
後
ま
す
ま
す

「
ス
ポ
ー
ツ
」と「
科
学
」の
連
携
が
重
要
と
な
り
、そ

の
連
携
が
本
学
に
優
秀
な
選
手
、指
導
者
を
引
き

寄
せ
る
大
き
な
要
因
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は「
健
康
」と「
医
療
」に
お
い
て
も
重

要
な
も
の
で
あ
り
、こ
の
結
び
つ
き
は
大
学
の
地
域

貢
献
・
社
会
貢
献
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
故
・
田
中
宏
暁
教
授
が
提
唱
し
た「
ス
ロ
ー

ジ
ョ
ギ
ン
グ
」は
今
で
は
福
岡
県
民
運
動
の
一つ
と
さ

れ
、全
国
各
地
で
教
室
が
開
か
れ
て
健
康
寿
命
の

延
伸
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、柿
本
真
弓
教
授
が
推
進
し
て
い
る「
女
性

対
象
の
ダ
ン
ス
教
室
」は
高
齢
の
女
性
に
評
判
が
高

く
、参
加
者
は
皆
イ
キ
イ
キ
と
し
た
表
情
を
見
せ
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
は
選
手
の
強
化
だ

け
で
な
く
、そ
れ
ま
で
運
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た

人
の
興
味
を
引
き
、元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。こ
の
他
に
も
医
学
部
と
共
同
で
障
が
い
者

サ
ッ
カ
ー
や
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
す
る
存
在
と
し
て
も
地
域
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

運
動
が
苦
手
で
も
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
は
好
き
だ
と
い

う
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。田
中
副
学
長
は「
観
る
ス

ポ
ー
ツ
」も
重
要
視
し
て
い
ま
す
。福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
ホ
ー
ク
ス
の
観
客
動
員
数
は
球
界
屈
指
で
あ
り
、

野
球
観
戦
が
観
光
と
化
す
ほ
ど
で
す
。「
選
手
た
ち

は
見
ら
れ
る
こ
と
で
緊
張
感
が
増
し
、試
合
は
も
ち

ろ
ん
練
習
に
も
一
段
と
力
が
入
る
。本
学
の
試
合

や
練
習
で
も
、ぜ
ひ
そ
の
よ
う
な
効
果
を
生
み
出
し

た
い
。在
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん

に
常
日
頃
か
ら
試
合
や
練
習
を
見
て
も
ら
っ
て
は

ど
う
か
」と
提
案
し
ま
す
。

本
学
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
観
る
こ
と
が

で
き
、そ
こ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
や
競
技
の
面
白

さ
が
伝
わ
れ
ば
、選
手
の
注
目
度
も
上
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
話
し
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
大
会
は
一
年
後
に
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、世
界
に
誇
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
関
わ

る
選
手
た
ち
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
話
す
田
中

副
学
長
。一
方
で
今
後
の
選
手
育
成
に
お
い
て
も

意
識
を
巡
ら
せ「
さ
ら
な
る
未
来
に
向
け
て
支
援

体
制
の
強
化
を
図
り
た
い
」と
話
し
ま
す
。

４
年
に
１
度
と
い
う
限
ら
れ
た
大
会
で
、さ
ら
に

出
場
で
き
る
選
手
は
日
本
か
ら
１
〜
２
人
。団
体

競
技
で
も
数
え
る
ほ
ど
。そ
ん
な
選
手
を
本
学
か

ら
輩
出
す
る
た
め
に
は「
幼
少
期
か
ら
の
育
成
が
大

事
」だ
と
言
い
ま
す
。本
学
は
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
な
ど
を
開
き
、多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。田
中
副
学
長

が
指
導
す
る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
は
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
約
20
年
続
け
て
お
り
、参
加
者
の
中
か
ら

本
学
に
進
学
し
た
選
手
も
い
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、優
秀
な
選
手
を
育
て
る
に
は
優
秀
な

指
導
者
が
必
要
で
す
。「
本
学
の
卒
業
生
は
指
導

者
と
し
て
成
功
し
て
い
る
人
が
多
い
」と
話
す
田
中

副
学
長
。大
学
時
代
に
大
記
録
を
残
し
た
り
、優

勝
し
て
い
な
く
て
も
、指
導
者
と
し
て
中
学
・
高
校

の
チ
ー
ム
を
率
い
、優
秀
な
選
手
を
育
て
て
い
ま

す
。「
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
九
州
大
会
で
好
成
績

を
収
め
る
高
校
の
指
導
者
は
ほ
と
ん
ど
本
学
の
卒

業
生
だ
っ
た
」と
、先
生
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。本

学
で
指
導
力
や
人
間
力
を
磨
い
た
こ
と
が
名
指
導

者
へ
の
道
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

指
導
者
を
は
じ
め
、人
と
の
出
会
い
は
選
手
に
と

て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。と
き
に
刺
激
と

な
り
、と
き
に
励
ま
さ
れ
、切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
結
果
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。田
中

副
学
長
は
出
会
い
の
機
会
を
多
く
設
け
、選
手
と

し
て
、ま
た
指
導
者
と
し
て
成
長
し
て
い
く
学
生
の

姿
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
の
一
つ
は
、選
手
と
そ
の
周

囲
の
人
々
を
一
つ
に
ま
と
め
る
力
で
す
。大
学
ラ
グ

ビ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
の
早
慶
戦
・
早
明
戦
の
よ
う
に
、本

学
の
体
育
部
会
の
試
合
に
多
く
の
学
生
が
押
し
寄

せ
、皆
が
一
斉
に
選
手
に
声
援
を
送
る
。そ
う
し
て

本
学
が
よ
り
一
つ
に
な
る
。そ
れ
が
私
の
願
い
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
そ
の
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
人
の
心
を
熱

く
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
問
い
に
田
中
副
学
長

は
こ
う
答
え
ま
す
。「
進
藤
宗
洋
本
学
名
誉
教
授
が

よ
く
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、そ
も
そ
も
人
間

は
動
物
、動
く
も
の
で
す
。人
間
は
、動
か
な
い
と
成

長
し
な
い
の
で
す
。体
を
動
か
し
て
い
れ
ば
、体
の
中

か
ら
活
力
が
生
ま
れ
ま
す
。あ
と
は
知
性
を
持
つ
人

間
が
ど
う
動
く
か
、で
す
」。福
岡
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ

と
い
う
分
野
に
お
い
て
も
、人
に
活
力
を
与
え
、今

後
も
大
き
く
人
を
成
長
さ
せ
て
い
き
ま
す
。 副学長（医学・医療・スポーツ・健康・学生分野担当）

田中 守教授（スポーツ科学部）

　授業や体育部会の活動を通して、長年アス

リートの育成や指導者の育成に力を入れてきた

福岡大学。本学にとって「スポーツ」とは何か。田

中副学長に話を聞きました。

ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
醸
成
と

　
　
選
手
・
指
導
者
の
育
成
に
向
け
て

福岡大学が育む
スポーツの今と未来

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
を
信
じ

未
来
に
進
ん
で
い
く

優
秀
な
選
手
を
生
み
出
す

福
岡
大
学
の
強
さ
と
秘
訣
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日
々
の
練
習
で
力
を

蓄
え
て
こ
そ
結
果
を
出
せ
る
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福
岡
大
学
２
年
次
生
の
時
に
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
日

本
代
表
に
選
出
さ
れ
て
以
来
、10
年
以
上
も
桜
の
エ
ン

ブ
レ
ム
を
胸
に
つ
け
試
合
に
臨
ん
で
き
た
桑
水
流
裕
策

さ
ん
。日
本
の「
ミ
ス
タ
ー
・
セ
ブ
ン
ズ
」と
呼
ば
れ
、７

人
制
ラ
グ
ビ
ー
が
競
技
に
初
め
て
採
用
さ
れ
た
リ
オ
２

０
１
６
大
会
に
は
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

幾
度
と
な
く
国
際
大
会
を
経
験
し
て
き
た
桑
水

流
さ
ん
で
す
が
、５
つ
の
輪
が
は
た
め
く
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
立
っ
た
時
の
気
持
ち
は
普
段
の
国
際
大
会
と
全
く

異
な
り「
こ
こ
で
試
合
が
で
き
る
幸
せ
を
感
じ
た
」と

振
り
返
り
ま
す
。喜
び
と
緊
張
の
中
で
挑
ん
だ
第
１

戦
。日
本
代
表
は
強
豪
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
を

破
り
、こ
れ
を
弾
み
に
予
選
プ
ー
ル
、準
々
決
勝
を
突

破
。ベ
ス
ト
４
と
い
う
結
果
を
手
に
し
ま
し
た
。

大
会
を
終
え
、桑
水
流
さ
ん
の
心
に
残
っ
た
も
の

は
充
実
感
で
し
た
。代
表
チ
ー
ム
の
国
際
大
会
で
の

最
高
成
績
は
６
位
。そ
れ
以
上
の
成
績
を
収
め
た
経

験
の
な
い
チ
ー
ム
が
、誰
も
が
認
め
る
世
界
の
舞
台
で

メ
ダ
ル
獲
得
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
た
の
で

す
。チ
ー
ム
は
強
豪
国
の
試
合
中
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
を

研
究
し
、一
丸
と
な
っ
て
練
習
を
重
ね
、選
手
同
士
で

話
し
合
い
を
続
け
て
入
念
な
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

桑
水
流
さ
ん
自
身
は
大
会
で
準
備
し
て
き
た
も
の
を

全
て
出
し
き
っ
た
と
い
う
充
足
感
を
得
ま
し
た
が
、一

方
で
メ
ダ
ル
獲
得
の
難
し
さ
も
学
ん
だ
の
で
し
た
。

そ
の
後
代
表
を
退
き
、所
属
チ
ー
ム
で
の
プ
レ
ー

に
専
念
し
た
桑
水
流
さ
ん
。東
京
２
０
２
０
大
会
が

近
づ
い
た
２
０
１
９
年
夏
、そ
れ
ま
で
静
ま
っ
て
い
た

闘
志
が
頭
を
も
た
げ
ま
す
。「
も
う
一
度
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
」。新
生
の
代
表
チ
ー
ム
が
思
う
よ
う
な

結
果
を
出
せ
ず
に
い
た
こ
と
も
、キ
ャ
プ
テ
ン
だ
っ
た

桑
水
流
さ
ん
の
責
任
感
に
火
を
つ
け
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

「
も
し
東
京
２
０
２
０
大
会
の
メ
ン
バ
ー
に
選
出

さ
れ
な
く
て
も
、こ
の
経
験
は
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
に

生
き
る
」と
考
え
ま
し
た
。家
族
や
所
属
チ
ー
ム
の

監
督
の
後
押
し
を
受
け
、現
在

７
人
制
代
表
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
海
外
合
宿
や
ワ
ー
ル
ド
シ

リ
ー
ズ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

穏
や
か
な
表
情
の
桑
水
流
さ

ん
の
心
の
奥
に
フ
ツ
フ
ツ
と
沸

く
情
熱
。そ
の
源
は
何
か
？
そ

の
一
つ
は
桑
水
流
さ
ん
の「
７

人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
面
白
さ
を
広

め
た
い
」と
い
う
思
い
で
す
。７

人
制
は
前
・
後
半
各
７
分
と
い

う
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
試
合
展
開

と
番
狂
わ
せ
が
起
き
や
す
い
ド

ラ
マ
性
が
魅
力
で
す
が
、観
戦
の
機
会
が
少
な
く
、

そ
れ
が
人
々
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

近
年
は
７
人
制
に
専
念
す
る
選
手
が
増
え
、各
国

代
表
チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
進
ん
で
い
ま
す
。前

回
足
り
な
か
っ
た「
メ
ダ
ル
を
得
る
た
め
の
準
備
」を

十
分
に
行
い
、東
京
２
０
２
０
大
会
と
い
う
最
高
の

舞
台
に
立
つ
夢
に
再
度
向
き
合
う
桑
水
流
さ
ん
。そ

の
道
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
の
言
葉

が
い
つ
も
頭
に
浮
か
ぶ
そ
う
で
す
。「
楽
あ
れ
ば
苦
あ

り
、苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
」。

苦
し
み
を
乗
り
越
え
た
時
、楽
し
み
が
待
っ
て
い

る
は
ず
だ
、と
。「
努
力
し
て
思
う
よ
う
な
結
果
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、努
力
は
決
し
て
無
駄

に
な
ら
な
い
し
、努
力
の
過
程
で
得
た
も
の
は
き
っ

と
自
分
の
役
に
立
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
」。桑
水
流

さ
ん
は
清
々
し
い
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

充
足
感
を
得
た
一
方
で
準
備
の

あ
り
方
を
学
ん
だ
リ
オ
2
0
1
6
大
会

「
努
力
は
無
駄
で
は
な
い
」

東
京
２
０
２
０
大
会
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

コカ・コーラレッドスパークス 所属

桑水流 裕策さん
KUWAZURU Yusaku

7人制ラグビー

　1964年以来の日本開催となるスポーツの祭典。

アスリートへの期待は最高潮に達しています。福岡大

学から巣立ったアスリートに、競技への思いと東京

2020大会への意気込みを聞きました。

〈スポーツ科学部スポーツ科学科 ２００８年卒業〉
　リオ２０１６大会ではキャプテンとして出場し、
チームをベスト４に導く。現在はコカ・コーラレッド
スパークスに所属し、フランカーとして活躍中。

世界を
目指す卒業生

小
学
生
の
時
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
走
高
跳
を
経

験
し
、跳
躍
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
た
真
野
さ
ん
。中

学
・
高
校
と
陸
上
部
に
所
属
し
、の
び
の
び
と
競
技

を
続
け
て
き
ま
し
た
。将
来
は
就
職
を
意
識
し
技

術
を
身
に
付
け
て
、専
門
家
と
し
て
活
躍
し
た
い
と

本
学
の
工
学
部
に
入
学
。先
に
入
学
し
て
い
た
知
り

合
い
の
方
か
ら
、陸
上
競
技
部
に
良
い
指
導
者
が
い

る
と
誘
わ
れ
、大
学
で
も
走
高
跳
を
続
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

「
ナ
イ
タ
ー
設
備
な
ど
、福
大
の
陸
上
競
技
場
の

充
実
し
た
設
備
に
驚
き
ま
し
た
」と
語
る
真
野
さ

ん
。そ
れ
ま
で
た
だ「
好
き
だ
か
ら
」と
い
う
思
い
で

続
け
て
き
た
走
高
跳
で
し
た
が
、オ
リ
ン
ピ
ア
ン
で

も
あ
る
片
峯
隆
先
生
の
本
格
的
な
指
導
を
受
け
、

飛
躍
的
に
能
力
が
開
花
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
技
術
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、休
養
の
と
り
方
か
ら
メ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ま
で
具
体
的
な
指
導
を
受

け
、自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
記
録
が
伸
び
ま
し
た
。ま

た
、陸
上
競
技
部
の
メ
ン
バ
ー
も
実
力
が
あ
る
ア
ス

リ
ー
ト
揃
い
。も
っ
と
成
長
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

湧
き
上
が
り
、そ
れ
ま
で
力
を
入
れ
て
い
な
か
っ
た

走
り
込
み
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る

な
ど
、自
然
と
練
習
に
力
が
入
り
ま
し
た
」。

全
日
本
イ
ン
カ
レ
な
ど
の
大
会
で
も
毎
年
、上
位

入
賞
を
果
た
し
、４
年
次
に
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
。

「
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、片
峯
先
生
か
ら『
踏
み
切
り

は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
』と
評
価
さ
れ
た
こ
と
。ま
だ
ま
だ

記
録
は
伸
ば
せ
る
と
大
き
な
自
信
に
な
り
、初
め
て

世
界
を
狙
う
意
識
が
芽
生
え
ま
し
た
」。

内
定
し
て
い
た
九
電
工
で
も
競
技
を
続
け
る
こ

と
を
決
意
し
、現
在
は
実
業
団
選
手
と
し
て
勤
務

後
に
練
習
に
励
ん
で
い
る
真
野
さ
ん
。汗
を
流
す
場

は
、今
も
変
わ
ら
ず
母
校
の
競
技
場
で
す
。「
引
き

続
き
片
峯
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。九

電
工
は
福
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
多
い
の
で
選
手
活
動
を

続
け
る
上
で
会
社
の
理
解
が
得
や
す
い
の
も
助
か
っ

て
い
ま
す
」。

２
０
１
９
年
９
月
の
全
日
本
実
業
団
対
抗
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
と
10
月
の
国
民
体
育
大
会
で
は

２
ｍ
28  

を
記
録
し
、自
己
ベ
ス
ト
更
新
と
と
も
に

大
会
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。「
ま
ず
は
当
面
の
国
内

大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
。そ
う
す
れ
ば
東
京
２
０
２

０
大
会
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
力
強
く
語
る
真

野
さ
ん
。世
界
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
も
、生
活
や

練
習
は「
い
つ
も
通
り
」が
大
切
だ
と
言
い
ま
す
。「
体

調
管
理
は
普
段
か
ら
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、練
習
も
や
は
り
基
礎
が
重
要
。走
り
込
み

や
筋
ト
レ
な
ど
、毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
、力
を
蓄
え

て
こ
そ
、１
cm
の
壁
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で

す
。応
援
し
て
く
だ
さ
る
先
生
や
後
輩
、会
社
、家

族
の
た
め
に
も
、東
京
２
０
２
０
大
会
出
場
を
勝
ち

取
り
た
い
。プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、自
分
を

信
じ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。何
よ
り
、跳
ん
だ
時

の
気
持
ち
良
さ
、そ
し
て
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
で
き

た
時
の
達
成
感
は
何
事
に
も
代
え
が
た
い
も
の
で
す

か
ら
」と
さ
ら
な
る
頂
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

１
cm
の
壁
を
越
え
、

　
　

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す

リ
オ
の
経
験
を
糧
に

　
　

も
う
一
度
あ
の
舞
台
に
立
つ

株式会社九電工 陸上競技部 所属

真野 友博さん
SHINNO Tomohiro

〈工学部機械工学科 ２０１９年卒業〉
　２０１９年は全日本実業団対抗陸上競技
選手権大会と国民体育大会で２ｍ28cmの
自己ベストを記録し、優勝。

cm

充
実
の
設
備
と
、指
導
者
と
の

出
会
い
で
能
力
が
開
花

福大スポーツの挑戦

走高跳
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６
歳
の
時
、母
の
勧
め
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
、

当
初
は
友
人
と
の
ラ
リ
ー
が
楽
し
く
て
練
習
を
続

け
て
い
た
藤
野
さ
ん
。小
学
４
年
生
か
ら
市
の
大
会

に
出
場
し
、中
学
・
高
校
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に

入
部
。健
常
者
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
に
励
み
、試
合
に
勝

つ
喜
び
を
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。高
校
２
年
時
に

は
、日
本
代
表
と
し
て
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
パ
ラ
競
技
大

会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

パ
ラ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
東
京
２
０
２
０
大
会
の
正

式
競
技
に
決
ま
る
と
、そ
れ
ま
で
の「
楽
し
く
や
れ

れ
ば
い
い
」と
い
う
気
持
ち
が「
出
場
し
た
い
」と
い
う

気
持
ち
に
一
変
。負
け
ず
嫌
い
に
火
が
つ
き
、そ
れ

ま
で
以
上
に
真
剣
に
競
技
に
臨
む
よ
う
に
な
っ
た
と

言
い
ま
す
。

そ
の
後
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
環
境
が
整
い
、セ
カ
ン

ド
キ
ャ
リ
ア
に
向
け
た
勉
強
も
で
き
る
福
岡
大
学
へ

進
学
。商
学
部
で
の
学
業
に
励
み
な
が
ら
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
で
練
習
を
続
け
ま
し
た
。し
か
し
、２
年
次

生
の
時
、体
の
不
調
に
み
ま
わ
れ
ま
す
。当
時
は
薬

の
副
作
用
等
で
通
学
す
る
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
の
状

態
。競
技
か
ら
少
し
離
れ
る
こ
と
に
。そ
ん
な
中
で

も「
大
学
生
と
し
て
勉
強
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
楽
し

む
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
」と
、藤
野
さ
ん
は

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

や
が
て
体
調
が
回
復
す
る
と
、そ
れ
ま
で
を
挽
回

す
る
よ
う
に
練
習
し
、１
年
間
で
9
つ
の
国
際
大
会

に
出
場
。２
０
２
０
年
２
月
の
ペ
ル
ー
大
会
で
は
見
事

優
勝
を
果
た
し
、世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
４
位（
2
0
2
0

年
2
月
末
現
在
）と
い
う
好
成
績
を
残
し
ま
す
。

今
後
は
、東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け
て「
一
か

ら
体
づ
く
り
を
し
て
弱
点
を
克
服
し
た
い
」と
、自

分
と
向
き
合
い
な
が
ら
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
っ
て
い

ま
す
。ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
動
作
は
苦
手
で
す

が
、粘
り
強
さ
と
抜
群
の
シ
ャ
ト
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

藤
野
さ
ん
の
強
み
。ハ
ン
デ
の
あ
る
右
足
の
強
化
を

図
り
つ
つ
、今
ま
で
の
強
み
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
話

し
ま
す
。

「
練
習
が
つ
ら
い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
ま
で
続

け
て
こ
ら
れ
た
の
は
仲
間
が
い
た
か
ら
。大
学
や
国

際
大
会
で
会
う
仲
間
た
ち
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
、

練
習
に
向
か
う
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
」

「
私
の
障
が
い
は
、見
た
目
で
は
分
か
り
に
く
い
の

で
、中
高
生
の
頃
は
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
明
か
さ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、と
て
も
苦
し
く

て
、大
学
で
は
心
の
う
ち
を
さ
ら
け
出
そ
う
と
決
め

た
ん
で
す
。す
る
と
仲
間
は
密
に
私
に
接
し
て
く
れ

て
、技
術
面
か
ら
も
精
神
面
か
ら
も
支
え
合
え
る

関
係
を
築
け
ま
し
た
」

自
分
の
殻
を
破
り
、自
ら
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
気
付
い
た
と
話
す
藤
野
さ
ん
は
、「
自
分

で
限
界
を
決
め
ず
、何
か
一
つ
で
も『
こ
れ
を
や
り

抜
い
た
』と
誇
れ
る
も
の
を
見
つ
け
て
」と
、後
輩
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
す
。見
え
な
い
努
力
が
大
切

と
言
う
藤
野
さ
ん
は
、東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け

て
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

一般社団法人日本障がい者バドミントン連盟
強化指定選手

藤野 遼さん

パラバドミントン

FUJINO Haruka

立
石
さ
ん
と
卓
球
の
出
会
い
は
小
学
４
年
生
の

時
。ク
ラ
ブ
活
動
を
決
め
る
集
会
で
、足
に
障
が
い

が
あ
る
た
め
希
望
し
て
い
た
文
化
系
ク
ラ
ブ
の
列
に

素
早
く
並
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、友
達
に
誘
わ
れ
て

入
っ
た
の
が
卓
球
ク
ラ
ブ
で
し
た
。

「
初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
つ
僕
に
、卓
球
経
験
者

の
母
が
球
に
ス
ピ
ン（
回
転
）を
か
け
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。足
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
っ
て
も
工
夫

次
第
で
十
分
に
戦
え
る
。す
ぐ
に
夢
中
に
な
り
ま
し

た
」中

学
、高
校
で
は
卓
球
部
に
所
属
。動
き
の
激
し

い
ラ
リ
ー
戦
を
避
け
る
た
め
強
烈
な
ス
ピ
ン
を
駆
使

し
て
早
め
の
勝
負
を
仕
掛
け
、健
常
者
と
も
互
角

に
渡
り
合
い
ま
し
た
。や
が
て
障
が
い
者
卓
球（
パ
ラ

卓
球
）の
存
在
を
知
り
、パ
ラ
大
会
へ
の
夢
も
膨
ら

み
ま
す
。し
か
し
出
場
権
を
得
る
に
は
、国
際
大
会

で
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
て
世
界
ラ
ン
ク
の
上
位
に
入
る

こ
と
が
不
可
欠
。そ
の
遠
征
費
に
多
額
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
を
知
り
、一
度
は
夢
を
諦
め
て
就
職
し
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、パ
ラ
卓
球
関
係
者
か
ら
勧
め
ら
れ

「
一
度
だ
け
」と
思
っ
て
出
場
し
た
国
際
大
会
で
、

両
腕
の
な
い
選
手
が
肩
か
ら
先
に
装
具
を
付
け
て

巧
み
に
プ
レ
ー
す
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、衝
撃

を
受
け
ま
す
。「
彼
の
こ
こ
ま
で
の
努
力
や
苦
労
を

思
う
と
、
涙
が
止
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。自

分
も
人
の
心
を
動
か

せ
る
選
手
に
な
り
た

い
。初
め
て
そ
う
思
い

ま
し
た
」。

練
習
に
集
中
す
る

た
め
、ま
た
将
来
の
こ

と
も
考
え
て
、27
歳
の

時
に
福
岡
大
学
へ
入

学
。卓
球
部
で
練
習
に

励
む
一
方
、英
語
で
の

会
話
を
楽
し
む「
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ザ
」に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
海
外
遠
征
で
は
英
語
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必

須
。語
彙
力
は
中
学
レ
ベ
ル
で
す
が
、英
語
で
話
す
こ

と
に
抵
抗
感
は
な
く
な
り
ま
し
た
。今
で
は
遠
征
に

同
行
す
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
」。

リ
オ
２
０
１
６
大
会
へ
の
出
場
は
逃
し
ま
し
た
が

「
可
能
性
は
ゼ
ロ
じ
ゃ
な
い
」と
の
手
応
え
を
得
て
、

東
京
２
０
２
０
大
会
へ
の
挑
戦
を
決
意
。ス
ポ
ン

サ
ー
を
募
り
、家
族
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
国
際

大
会
を
転
戦
し
ま
し
た
。新
型
肺
炎
の
影
響
で
大

会
の
延
期
は
決
ま
り
ま
し
た
が
、次
の
大
会
に
備
え

て
常
に
準
備
を
続
け
て
い
ま
す
。「
今
の
僕
の
身
体

で
、最
大
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
打
法

を
追
求
し
て
い
ま
す
。そ
の
感
覚
が
つ
か
め
れ
ば
、

も
っ
と
球
の
威
力
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は

ず
」。ポ

イ
ン
ト
を
稼
ぐ
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
国
際
大
会

が
、新
型
肺
炎
の
影
響
で
中
止
に
な
る
不
運
も
あ

り
ま
し
た
。気
持
ち
が
沈
む
時
に
思
い
起
こ
す
の

は
、福
大
卓
球
部
・
深
町
大
吾
監
督
の〝
結
果
は
後

か
ら
付
い
て
く
る
。と
に
か
く
努
力
を
惜
し
む
な
〞

と
い
う
言
葉
で
す
。「
努
力
す
る
こ
と
は
自
分
の
た

め
で
あ
る
の
と
同
時
に
、支
え
て
く
れ
て
い
る
人
た

ち
へ
の
恩
返
し
で
も
あ
る
。そ
う
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
」。

紆
余
曲
折
だ
っ
た
卓
球
人
生
。こ
れ
ま
で
の
全
て

の
経
験
を
糧
に
、立
石
さ
ん
は
最
後
の
戦
い
に
挑
み

ま
す
。

極
め
続
け
た
パ
ラ
卓
球
、

　
　
挫
折
と
努
力
の
先
に
見
え
た
夢
舞
台

仲
間
の
存
在
を
練
習
の
糧
に

　
　
限
界
を
決
め
ず
に
突
き
進
ん
で
い
く

パラ卓球ナショナルチーム 所属

立石 アルファ 裕一さん
TATEISHI Alpha Hirokazu

〈商学部経営学科 ２０１５年卒業〉 
　先天性二分脊椎症の影響でつま先に力が
入らず、かかとに体重を預けて歩行する生活を
送る。全日本ランキング２０１７～２０２０年１位。

ブ
ラ
ン
ク
を
乗
り
越
え

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
４
位
に
上
昇

仲
間
の
存
在
を
力
に
、限
界
を
決
め
ず

誇
り
に
な
る
も
の
を
身
に
付
け
よ
う

一
度
は
諦
め
た
夢

一
人
の
選
手
の
姿
に
心
が
動
く

「
努
力
を
惜
し
む
な
」

恩
師
の
言
葉
を
胸
に
最
終
予
選
へ

福大スポーツの挑戦 福大スポーツの挑戦

〈商学部商学科 ２０２０年卒業〉 
　右手足が不自由のため、ＳＬ４（立位・下
肢障害）クラスに出場。２０２０年２月、ペ
ルー国際大会で優勝。世界ランキング４位。

パラ卓球
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帯同した国際大会にて（中段右から2番目が岩瀧さん）

2019年の授賞式で（ジュニア時代から携わるサニブラウン選手らと）

東京2020大会の成功に向けて、多方面の調整業務が続く

日
本
陸
上
競
技
連
盟
に
所
属
し
、主
に
短
距
離

部
門
の
ア
ス
リ
ー
ト
強
化
・
育
成
に
携
わ
っ
て
い
る

岩
瀧
一
生
さ
ん
。東
京
２
０
２
０
大
会
と
い
う
国
際

的
な
大
舞
台
を
支
え
る
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き

た
の
は「
ひ
と
え
に
大
学
時
代
の
恩
師
と
陸
上
競

技
部
の
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
す
」と
話
し
ま
す
。

中
学
校
か
ら
陸
上
部
に
所
属
し
、中
学
３
年
時

は
２
０
０
m
走
で
全
国
大
会
６
位
と
い
う
成
績
を

収
め
ま
し
た
。高
校
で
も
陸
上
競
技
を
続
け
、3
年

時
に
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
で
国
体
4
位
と
い
う

成
績
を
残
し
た
岩
瀧
さ
ん
が
福
岡
大
学
を
選
ん
だ

の
は
、「
４
０
０
m
ハ
ー
ド
ル
で
３
度
の
世
界
大
会
に

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
憧
れ
の
山
崎
一
彦
さ

ん（
現
・
順
天
堂
大
学
教
授
）が
、福
岡
大
学
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
に
教
員
と
し
て
着
任
さ
れ
る
と
知
っ
た

か
ら
」と
話
し
ま
す
。入
学
後
は
山
崎
先
生
の
も
と

で
陸
上
に
打
ち
込
む
日
々
。そ
ん
な
中
３
年
次
に
、

先
輩
か
ら「
主
務
」に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

「
事
務
的
な
こ
と
や
企
画
な
ど
の
面
で
チ
ー
ム
を

ま
と
め
る
役
割
を
担
っ
て
み
る
と
、多
く
の
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、チ
ー
ム
を
陰
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
の
面
白
さ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。『
あ
り
が
と
う
』と
言
わ
れ
る
と
、

も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
思
う
タ
イ
プ
だ
と
、主
務
の
仕

事
を
通
し
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

陸
上
競
技
部
で
意
欲
的
に
活
動
し
つ
つ
も
、授

業
に
は
休
ま
ず
し
っ
か
り
出
席
し
、４
年
次
の
夏
に

は
早
々
に
卒
論
を
仕
上
げ
ま
し
た
。卒
業
後
は
高

校
の
体
育
の
教
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
岩
瀧

さ
ん
は
、山
崎
先
生
か
ら「
時
間
が
あ
る
な
ら
、視

野
を
広
げ
る
た
め
に
海
外
を
見
て
お
く
と
い
い
」と

ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
、短
期
の
予
定
で
カ
ナ
ダ
へ
。そ

こ
で
偶
然
に
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
か
ら「
日

本
語
学
校
で
体
育
を
教
え
て
ほ
し
い
」と
頼
ま
れ
、

卒
業
し
て
か
ら
の
１
年
半
、海
外
で
日
本
語
教
師

と
し
て
働
き
ま
し
た
。

帰
国
後
、特
別
支
援
学
校
で
講
師
を
し
て
い
た

２
０
１
４
年
２
月
、岩
瀧
さ
ん
に
一
本
の
電
話
が
。

山
崎
先
生
か
ら「
東
京
２
０
２
０
大
会
で
、選
手
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な
仕
事
を
し
な
い
か
？
」と
声

を
掛
け
ら
れ
た
の
で
す
。山
崎
先
生
は
、東
京
２
０

２
０
大
会
の
強
化
普
及
特
別
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
、ス
タ
ッ
フ
募
集
の
際
に
声
を
掛
け
て
く

れ
た
と
の
こ
と
。「
教
師
と
い
う
仕
事
し
か
経
験
の

な
い
私
に
務
ま
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、自

国
で
開
催
さ
れ
名
誉
あ
る
大
会
に
関
わ
れ
る
な

ど
、人
生
で
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
。思
い
切
っ
て
ト

ラ
イ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」。選
考
を
突
破
し
、東

京
２
０
２
０
大
会
を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
立
場
と
し
て
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
日
本
陸
上
競
技
連
盟
に
所
属
し
、短
距

離
部
門
の
強
化
や
育
成
に
携
わ
っ
て
い
る
岩
瀧
さ

ん
。選
手
強
化
の
サ
ポ
ー
ト
や
派
遣
の
手
続
き
な
ど

事
務
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、業
務

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。例
え
ば
、強
化
委
員

長
な
ど
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
て
、大

会
の
代
表
選
考
要
項
の
原
案
を
作
る
と

い
う
重
要
な
任
務
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、海

外
遠
征
に
は
渉
外
担
当
と
し
て
同
行
し
、

現
地
で
の
調
整
か
ら
移
動
の
手
配
な
ど

を
一
手
に
担
い
ま
す
。

「
競
技
会
の
前
に
は
審
判
が
集
ま
る
テ

ク
ニ
カ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
出
て
、そ
の
内

容
を
代
表
選
手
団
に
伝
え
ま
す
。試
合

中
は
日
本
の
選
手
に
不
利
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、審
判
団
に
強
く
主
張
す
る
こ
と

も
大
切
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。海
外
で

は
、ル
ー
ル
を
熟
知
し
て
い
な
い
審
判
が
フ

ラ
イ
ン
グ
を
取
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。現
地
で
は
寝
る
暇
も
な
い
ほ
ど
多
忙
を
極
め

ま
す
が
、選
手
た
ち
に
と
っ
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な

が
る
遠
征
と
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
」

現
在
の
業
務
は
、一
つ
一
つ
の
判
断
が
組
織
や
選
手

に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、ミ
ス
が
許
さ
れ
な
い
厳
し

い
世
界
。プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
中
、常
に
複
数
チ
ェッ

ク
を
重
ね
な
が
ら
慎
重
に
仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
そ
の
分
、や
り
が
い
や
喜
び
も
大
き
い
」と
岩
瀧
さ
ん
。

「
リ
オ
２
０
１
６
大
会
で
代
表
選
手
の
２
人
が
メ

ダ
ル
を
取
っ
た
時
は
、大
興
奮
し
て
思
わ
ず
叫
び
、

周
り
の
ス
タ
ッ
フ
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
喜
び
を
分
か
ち

合
い
ま
し
た
。昨
年
の
世
界
選
手
権
大
会
で
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
時
代
か
ら
育
成
に
関
わ
っ
て
き
た
サ
ニ
ブ

ラ
ウ
ン
・
ア
ブ
デ
ル
・ハ
キ
ー
ム
選
手
が
、４
０
０
m
リ

レ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
３
位
に
。そ
の
銅
メ
ダ
ル
を
僕

の
首
に
か
け
て
く
れ
た
時
は
、込
み
上
げ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。私
は
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
な
の
で
、存

在
感
を
出
さ
な
い
よ
う
に
裏
方
に
徹
し
て
い
る
の
で

す
が
、そ
れ
で
も
見
て
く
れ
て
い
る
選
手
や
コ
ー
チ

は
い
て
、『
岩
瀧
さ
ん
の
お
か
げ
で
良
い
成
績
を
出
せ

ま
し
た
』な
ん
て
言
わ
れ
る
と
、す
ご
く
う
れ
し
い
で

す
ね
」

世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
る
東
京
２
０
２
０
大

会
は
、一
年
後
に
迫
っ
て
い
ま
す
。大
会
が
始
ま
る
と

同
時
に
、岩
瀧
さ
ん
は
選
手
村
に
入
り
、選
手
た
ち

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

「
福
岡
大
学
で
陸
上
競
技
部
に
入
り
、本
音
で
語

り
合
え
る
仲
間
に
恵
ま
れ
て
精
神
的
に
成
長
し
、

主
務
に
な
っ
た
こ
と
で
人
を
支
え
る
こ
と
の
や
り
が

い
を
知
り
ま
し
た
。山
崎
先
生
に
勧
め
ら
れ
た
海
外

経
験
を
通
し
て
語
学
力
や
国
際
感
覚
が
身
に
付

き
、そ
れ
ら
全
て
が
今
の
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。人
生
は
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
し
、チ
ャ
ン
ス

を
逃
さ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。東
京
２
０
２
０
大
会
の
開
催
も
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、選
手
た
ち
が
１
０

０
％
の
力
を
出
し
切
れ
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
る

こ
と
。そ
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」

日本陸上競技連盟
強化普及部 強化育成課

岩瀧 一生さん

〈スポーツ科学部スポーツ科学科 ２００６年卒業〉
　卒業後、日本語学校や高校、特別支援学校の講師を務
め、２０１４年４月から現職。東京2020大会に向け、陸上短
距離部門の選手を事務面からサポートする役割を担う。

選
手
た
ち
が
１
０
０
％
の
力
を

　
　

発
揮
で
き
る
よ
う
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

　世界の頂点を目指し、過酷な練習に励む選手

たちを支える人 も々、東京2020大会において欠

かすことのできない存在。育成・サポート面から東

京2020大会を支える卒業生に話を聞きました。

トップアスリートを
支える卒業生

福大スポーツの挑戦

大
学
で
尊
敬
す
る
恩
師
に
出
会
い

主
務
や
海
外
を
経
験
し
て
成
長

ジ
ュ
ニ
ア
時
代
か
ら
支
え
て
き
た

選
手
が
メ
ダ
ル
を
か
け
て
く
れ
た

IWATAKI Issei
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　名だたる先輩たちの背中を追いかけ、福岡大学で自身

のパフォーマンスを高める在学生。憧れの世界大会やプ

ロへの夢を現実にすべく、今日も練習に励んでいます。
世界を目指す在学生

「
世
界
で
活
躍
す
る
選
手
に
な
り
た
い
」。陸
上
競

技
を
続
け
ら
れ
る
進
学
先
を
探
し
て
い
た
中
、福
岡

大
学
陸
上
競
技
部
顧
問
の
信
岡
沙
希
重
先
生
か
ら

の「
一
緒
に
世
界
を
目
指
そ
う
」の
一
言
で
、進
学
を

決
意
し
た
兒
玉
さ
ん
。陸
上
競
技
部
の
指
導
は
こ
れ

以
上
な
い
と
思
う
ほ
ど
丁
寧
で
、本
当
に
恵
ま
れ
た

環
境
だ
と
言
い
ま
す
。「
個
人
に
合
わ
せ
た
練
習
メ

ニ
ュ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、け
が
の
治
療
に
も
多
方
面
の
先

生
方
と
連
携
を
取
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、大
学
全
体
で
支

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」。

陸
上
競
技
部
の
仲
間
は
学
年
関
係
な
く
勝
ち
に

貪
欲
で
、日
本
代
表
レ
ベ
ル
の
部
員
も
多
く
所
属
。良

き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
お
互
い
に
助
言
し
合
っ
た
り
支
え

合
っ
た
り
し
な
が
ら
、日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

目
の
前
に
あ
る
大
き
な
目
標
は
、女
子
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
東
京
２
０
２
０
大
会
へ
出
場

す
る
こ
と
。出
場
の
た
め
に
は
、現
在
の
日
本
記
録
を

超
え
る
タ
イ
ム
を
出
す
と
い
う
、レ
ベ
ル
の
高
い
結
果
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、ま
ず
は
次
の
大
会
で
記
録
を
出

す
こ
と
に
照
準
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

「
１
０
０
分
の
１
秒
を
争
う
競
技
。世
界
を
目
指
す

上
で
、ほ
ん
の
少
し
の
調
整
が
大
き
な
差
に
つ
な
が
り

ま
す
。『
世
界
を
目
指
す
た
め
の
体
の
使
い
方
』を
先

生
に
指
摘
さ
れ
、今
は
細
か
な
動
き
に
ま
で
意
識
を

集
中
さ
せ
て
い
ま
す
。少
し
ず
つ
で
す
が
着
実
に
、変

化
を
感
じ
て
い
ま
す
。絶
対
に
勝
つ
。も
っ
と
速
く
走

れ
る
。自
分
に
期
待
し
な
が
ら
、走
り
続
け
ま
す
」

明
確
な
目
標
に
向
か
っ
て
成
長
す
る

自
分
へ
の
期
待
を
胸
に
走
り
続
け
る

〈大分県臼杵市出身〉
　IAAF世界リレー2019横浜
大会で、女子4×200ｍリレーの
日本代表として出場し4位入賞。
同大会で日本新記録を樹立。

友
人
の
誘
い
を
き
っ
か
け
に
小
学
６
年
生
か
ら
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
た
林
田
愛
佳
さ
ん
。中
学
３
年
生

の
時
、福
岡
県
選
抜
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
全
国
優
勝
を

経
験
。高
校
で
は「
春
高
バ
レ
ー
」に
出
場
し
、強
豪
校

と
の
試
合
を
通
じ
て「
強
く
な
り
た
い
」と
い
う
気
持

ち
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
と
言
い
ま
す
。

そ
の
後
、地
元
の
大
学
を
希
望
し
て
福
岡
大
学
に

進
学
。昨
秋
、全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

林
田
さ
ん
は
う
れ
し
い
反
面
、自
身
の
ス
パ
イ
ク
が
相
手

チ
ー
ム
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
阻
ま
れ「
優
勝
に
一
歩
お
よ
ば
な

か
っ
た
」と
い
う
心
残
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
悔
し
さ

と
責
任
感
が
林
田
さ
ん
を
１
日
５
〜
７
時
間
に
お
よ
ぶ

練
習
に
向
か
わ
せ
て
い
ま
す
。マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
目

指
す
林
田
さ
ん
は
ア
タ
ッ
ク
か
ら
レ
シ
ー
ブ
ま
で
幅
広

く
練
習
。「
副
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、チ
ー
ム
全
員
が
日

本
一
と
い
う
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
い
く
よ
う
に
、技
術

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、気
持
ち
を
一
つ
に
し
よ
う
と
心

掛
け
て
い
ま
す
」と
周
囲
へ
の
心
配
り
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。バ
レ
ー
に
専
念
で
き
る
環
境
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、社
会
で
通
用
す
る
た
め
の
人
間
力
を
養
え

る
の
も
本
学
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
言
い
ま
す
。

「
誰
よ
り
も
声
を
出
し
、笑
み
を
絶
や
さ
ず
に
い
た

い
で
す
。コ
ー
ト
に
入
る
と
雰
囲
気
が
一
変
す
る
よ
う

な
存
在
感
の
あ
る
選
手
に
な
り
た
い
」と
笑
顔
で
話
す

林
田
さ
ん
。将
来
は
Ｖ
リ
ー
グ
や
日
本
代
表
で
の
活
躍

を
目
標
に
、春
の
黒
鷲
旗
大
会
、そ
し
て
秋
の
全
日
本

イ
ン
カ
レ
へ
と
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

〈福岡県春日市出身〉
　高校時代には春高バレー
に出場。２０１９年全日本イン
カレで準優勝。ユニバーシ
アード選手合宿にも参加。

〈福岡県太宰府市出身〉
　52kg級。２０１７年にインター
ハイで準優勝、全日本ジュニア
柔道体重別選手権大会３位。
大学2年次にベルギー国際大
会で優勝。全日本柔道連盟の
Ｂ強化指定選手。

サッカー部（男子）
スポーツ科学部スポーツ科学科
4年次生

井上 健太さん

〈神奈川県横浜市出身〉
　２０２０年２月、大分トリニータ
にＪリーグ特別指定選手として
認定され、来季新加入内定。

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
猛
練
習

大
学
日
本
一
を
目
指
す

福大スポーツの挑戦

陸上競技部
人文学部教育・臨床心理学科
３年次生

兒玉 芽生さん

バレーボール部（女子）
スポーツ科学部スポーツ科学科
３年次生

林田 愛佳さん

２
０
２
０
年
２
月
、Ｊ
１
リ
ー
グ「
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
」へ
の

来
季
新
加
入
が
内
定
し
た
井
上
さ
ん
は
、兄
の
影
響
で

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
少
年
。プ
ロ
選
手
を
目
指
し

て
島
根
の
強
豪
校
に
入
学
し
た
後
、本
学
サ
ッ
カ
ー
部
の

乾
真
寛
監
督
の
ス
カ
ウ
ト
を
受
け
、福
岡
大
学
へ
進
学
し

ま
し
た
。

現
在
は
、チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
切
磋
琢
磨
で
き
る
恵
ま
れ

た
環
境
で
自
身
の
技
術
を
高
め
て
い
ま
す
。「
監
督
か
ら

は
目
標
の
立
て
方
や
、プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
、将
来
を
見
据
え
た
指
導
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。特
に
メ
ン
タ
ル
面
は
鍛
え
ら
れ
ま
し

た
。以
前
は
思
う
よ
う
に
ボ
ー
ル
に
触
れ
ら
れ
ず
心
を
乱

し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、今
は
全
体
の

こ
と
を
考
え
て
動
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
で
身
体
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
ケ
ア
の
仕
方
な

ど
専
門
知
識
を
学
べ
る
こ
と
も
役
立
っ
て
い
ま
す
」。

プ
ロ
チ
ー
ム
へ
の
加
入
が
決
ま
っ
た
時
は
、夢
を
か
な

え
た
う
れ
し
さ
よ
り
も
、大
き
な
責
任
を
感
じ
た
と
い
う

井
上
さ
ん
。「
プ
ロ
の
世
界
は
結
果
が
全
て
。実
力
を
付

け
、チ
ー
ム
に
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と

身
を
引
き
締
め
ま
す
。目
標
は
、福
大
サ
ッ
カ
ー
部
の
先

輩
で
あ
り
、ロ
ン
ド
ン
２
０
１
２
大
会
で
も
活
躍
し
た
Ｆ

Ｃ
東
京
所
属
の
永
井
謙
佑
選
手
。「
自
分
も
後
輩
に
夢

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
。そ
し
て
、プ

ロ
で
学
ん
だ
こ
と
を
福
大
サ
ッ
カ
ー
部
に
も
還
元
し
、恩

返
し
を
し
て
い
く
の
も
自
分
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
新
た
な
る
視
点
で
ゴ
ー
ル
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

結
果
が
全
て
の
プ
ロ
の
世
界
で
、

後
輩
た
ち
の
目
標
と
な
る
選
手
に

柔道部（女子）
法学部法律学科 ３年次生

坪根 菜々子さん

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
笑
顔
が
印
象
的
な
坪
根
さ
ん
は
、

52　

級
で
活
躍
す
る
注
目
の
新
星
。５
歳
か
ら
柔
道

を
始
め
、高
校
３
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
準
優
勝
し
、栄

え
あ
る
講
道
館
杯
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
２
０
０
０
大
会
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
で
、福
岡
大

学
柔
道
部（
女
子
）の
日
下
部
基
栄
監
督
か
ら「
地
元

福
岡
か
ら
世
界
を
狙
お
う
」と
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
本
学
に
進
学
し
、尊
敬
す
る
監
督
の
下
、日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。と
は
い
え
、思
う
よ
う
に
結
果
が

出
な
い
時
期
は
精
神
的
に
つ
ら
く
、特
に
昨
年
の
夏
は
試

合
に
気
持
ち
が
入
ら
な
か
っ
た
と
打
ち
明
け
ま
す
。そ
ん
な

時
、日
下
部
監
督
の「
悔
し
い
の
は
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
」と

い
う
言
葉
に
ハッ
と
し
て
、気
持
ち
が
吹
っ
切
れ
た
と
い
う
坪

根
さ
ん
。２
カ
月
後
の
講
道
館
杯
で
５
位
に
入
賞
し
、全
日

本
柔
道
連
盟
の
強
化
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、２

０
２
０
年
２
月
に
は
ベ
ル
ギ
ー
で
開
催
さ
れ
た
国
際
大
会

で
６
試
合
オ
ー
ル
一
本
勝
ち
し
、優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

「
試
合
の
後
に
は
監
督
が
き
め
細
や
か
な
振
り
返
り
の

メ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
り
、『
良
か
っ
た
よ
』『
ま
た
頑
張
ろ

う
ね
』と
い
う
温
か
い
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。大
学

に
入
っ
て
、課
題
だ
っ
た
精
神
面
も
少
し
は
強
く
な
っ
た
と

思
い
ま
す
」

当
面
の
目
標
は
、52　

級
で
日
本
一
に
な
る
こ
と
。「
大

好
き
な
柔
道
を
一
生
続
け
た
い
」と
い
う
坪
根
さ
ん
は
、

「
い
つ
か
憧
れ
の
日
下
部
監
督
の
よ
う
に
、日
本
代
表
と
し

て
世
界
の
舞
台
に
立
つ
」と
い
う
大
き
な
夢
を
描
き
、毎

日
の
練
習
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
日
下
部
監
督
と

日
本
一
・
世
界
一
を
目
指
す

kg

kg
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部員数は少ないものの、全国王座出
場を目指して努力を続けています。
主な成績：全日本学生テニス選手権
大会出場 （個人）

庭球部

部員／20人

ノック練習やパターン練習のほか、毎
週土曜日にゲーム練習を行い、試合
に向けた準備を進めています。
主な成績：全日本インカレ出場
（男女・団体）

バドミントン部

部員／15人

昨年の全国ベスト8という結果を超
え、ベスト4以上を狙っています。
主な成績：第43回総理大臣杯全日
本大学サッカートーナメント大会
ベスト8（男子）

サッカー部

部員／男子：90人 女子：13人

男女ともに全国の舞台で勝ち抜くこ
とを目標にしています。
主な成績：全日本大学男子ソフトボ
ール選手権大会 3位

部員／男子：16人 女子：12人

ソフトボール部

総合体育館のバスケットボール専用
練習場で、全国で勝てるチームを目
指して練習しています。
主な成績：全日本インカレ出場（男
子） 九州リーグ4位（女子）

バスケットボール部

部員／男子：22人 女子：19人

週に6日、基礎体力作りや組手・型そ
れぞれの技術練習を行っています。
主な成績：全九州大学空手道
選手権大会 団体3位（男女とも）

空手道部

部員／11人

普段は週6日、試合前は2週間の強
化練習を行い、大会に向けて日々鍛
錬しています。
主な成績：九州学生弓道選手権大
会 優勝（女子個人）

弓道部

部員／15人

北、南アルプス縦走や沖縄県一周
サイクリングなど、本格的なアウトドア
活動を行っています。

ワンダーフォーゲル部

部員／8人

演武大会に向け、少しずつ基礎を固
めながら日々の稽古に励んでいます。

合氣道部

部員／11人

福岡大学の体育部会の試合結果を
中心に、年に4回「福大スポーツ」を
発行しています。2020年で創立59
年目を迎えます。

福大スポーツ編集局

部員／25人

今季は「芯」というチームテーマのも
と、全日本ベスト8を目標に日々練習
に励んでいます。
主な成績：第68回全日本大学野球 
選手権大会 ベスト16

野球部

部員／95人

互いに高め合いながら、全国大会上
位入賞を目指して日々の練習に取り
組んでいます。
主な成績：九州学生柔道大会
2位（男子） 優勝（女子）

柔道部

部員／男子：30人 女子：19人

週6日の活動で、部員同士切磋琢磨
しながら練習しています。
主な成績：九州学生選手権
水泳競技大会 総合優勝（男子）

水泳部

部員／24人

九州六大学準硬式野球連盟に所
属し、文武両道を目指して日々活動し
ています。
主な成績：九州地区準硬式野球選
手権大会 優勝

準硬式野球部

部員／63人

全日本インカレ団体Ⅰ部昇格を目標
に、日々の練習に励んでいます。
主な成績：全日本インカレⅡ部 優勝
（個人）

重量挙部

部員／15人

ジムカーナ、ダートトライアル、ドリフト
など、年4回行われる学生大会に出
場しています。
主な成績：全九州学生ジムカーナ
選手権 準優勝（団体）

自動車部

部員／21人

西日本制覇・全日本ベスト4を目指
し、週6日の練習に励んでいます。
主な成績：全日本大学ソフトテニス
王座決定戦 準優勝

ソフトテニス部

部員／32人

今年こそ「日本一」を勝ち取るべく、
日々の練習に部員一丸となって取り
組んでいます。
主な成績：全日本バレーボール大学
女子選手権大会 準優勝

バレーボール部

部員／男子：19人 女子：22人

フィギュア、スピードの2部門に分か
れ、大会に向けて各自練習します。
主な成績：国民体育大会冬季大会  
優勝（成年女子・個人）

スケート部

部員／6人

普段は第二記念会堂・体操ピット室
で活動しています。今年は全日本イン
カレ7位を目標に、日々の練習を行っ
ています。
主な成績：全日本インカレ 7位
西日本インカレ 2位

体操競技部

部員／34人

未経験者の部員が多く、楽しく馬に
触れ合いながら大会優勝を目指して
います。
主な成績：九州学生春季馬術大会 
8年連続優勝（団体）

馬術部

部員／6人

朝練で体力作り、午後練で実践練
習を行います。大学から競技を始める
選手もいます。
主な成績：西日本学生選手権 優勝
（個人）

レスリング部

部員／17人

トリック、スラローム、ジャンプの3種目
を水上で競う、ダイナミックで華麗な
競技を行っています。
主な成績：第64回全日本選手権大会 
総合4位（男子） 総合5位（女子）

モーターボート・
水上スキー部
部員／13人

コンクールや定期演奏会のほか、体
育部会の試合応援やどんたくパレー
ドなどでも演奏しています。
主な成績：2019年九州吹奏楽コン
クール 金賞受賞

応援指導部
（ブラスバンド部門）
部員／35人

九州制覇に向けて日々の練習に励
むとともに、九州のアメフト界を盛り上
げる活動も行っています。
主な成績：2019年度九州学生リーグ
第3位

アメリカン
フットボール部
部員／40人

ほとんどの部員が大学から始めてい
るため、初心者でも上達可能です。
私たちと一緒に弓をひいてみません
か？

アーチェリー部

部員／10人

少林寺拳法は護身術であり、力の使
い方次第では女性でも男性と同じよ
うに渡り合える競技です。
主な成績：全日本学生大会 3位
（運用法団体）

部員／28人

少林寺拳法部

大会出場や体育部会の応援、イベ
ント出演などに向け、週4日の練習に
励んでいます。
主な成績：JAPAN CUP　準決勝
出場

応援指導部
（リーダー部門）
部員／22人

福岡大学の発展を後押しすべく、本
学体育部会の試合応援や大学行
事への出演をメインに活動していま
す。

応援指導部
（応援団）
部員／11人

「克己」をモットーに、男子は日本一、
女子は全日本上位入賞を目指して
活動しています。
主な成績：2019年全日本インカレ 
3位（団体）

新体操競技部

部員／20人

男女ともに、福岡大学グラウンド・高
宮グラウンドで週5日練習しています。
主な成績：2018年度九州ラクロスリ
ーグ戦 準優勝（男子）
九州ラクロスリーグ 3連覇（女子）

ラクロス部

部員／男子：72人 女子：37人

体幹・持久力を高めるトレーニングや
なぎなたの演技競技、試合競技の稽
古を行っています。
主な成績：全日本学生なぎなた選手
権大会 3位（団体・個人）

なぎなた部

部員／10人

学内にスカッシュラケットの専用コー
トがあり、部員それぞれで練習に励ん
でいます。
主な成績：第46回全日本学生
スカッシュ選手権大会
男子5位・女子6位（団体）

スカッシュラケット部

部員／124人

Aリーグ昇格を目指し、週3日の練習
に励んでいます。年に2回、強化合宿
も行います。

ゴルフ部

部員／17人

　福岡大学では、現在44団体の体育部会が活動中。輝かしい実績と伝統を誇り、プロ選手をは

じめ、数多くのトップアスリートを輩出しています。UNIVAS（一般社団法人大学スポーツ協会）の

競技横断型の大学対抗戦「UNIVAS CUP 2019-20」では加盟全２２2校中9位にランクイン

するなど、福大スポーツはとても活発です。

体育部会紹介

解像度不足

グライダーに搭乗して空を飛ぶ部活
動です。文理問わず、初心者でも活
動に参加できます。
主な成績：第32回西部学生グライ
ダー競技会 個人2位・団体3位

航空部

部員／5人

全国ベスト8を目標に掲げ、週6日の
練習に取り組んでいます。
主な成績：全九州学生秋季卓球選
手権大会 全種目優勝（男女）

卓球部

部員／27人

通常の登山や沢登りのほか、クライミ
ングウォールを使ったトレーニングやロ
ッククライミングにも挑戦しています。

山岳部

部員／4人

競技特性に応じた体づくりを行い、
選手主体で質の高い練習を実践し
ています。
主な成績：西日本インカレ 優勝
（男子）　

ハンドボール部

部員／男子：34人 女子：20人

「演武」と「乱取り」の2つの形式の
大会に出場し、九州屈指の強豪校と
して活動しています。
主な成績：西日本選手権大会 2年
連続優勝（乱取り・団体）

少林拳法部

部員／26人

月に一度の大会参加に向け、週3日
のトレーニングに励んでいます。校外
で契約しているトレーニング施設での
練習のほか、シーズンには長野や新
潟にまで出向くこともあります。

スキー部

部員／18人

全日本インカレ総合入賞を目指し、ヨッ
トハーバーでの海上練習や、陸上での
ウエイトトレーニング等を行っています。
主な成績：全日本学生ヨット選手権
大会 9位（470級）

ヨット部

部員／24人

短距離、長距離、投てき、跳躍のブロ
ックに分かれ、各々が全国優勝を目
指しています。
主な成績：第103回日本陸上競技
選手権大会 優勝（個人）

陸上競技部

部員／143人

月曜日から土曜日の週6日、約2時間
の稽古に励み、大会上位入賞を目
指しています。
主な成績：全九州学生剣道選手権
大会 優勝（男子個人）

剣道部

部員／50人

週に5日、ビクトリーホールで練習を
行っています。初心者から始める部
員もいます。

ボクシング部

部員／13人

普段は週に2日の練習を行い、夏に
は陸上合宿や氷上合宿を行います。
年末にはインカレにも出場します。
主な成績：九州学生アイスホッケー
選手権大会　優勝

アイスホッケー部

部員／14人

総合体育館横の人工芝グラウンドで
練習し、九州一を目指して日々頑張
っています。
主な成績：九州学生リーグ 2位

ラグビー部

部員／75人

※部員数は2020年2月現在。
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大学時代の岩切さん（写真中央、キーパー姿）「私自身まだまだチャレンジを続けたい」と語る岩切さん 若手社員時代の岩切さん

「福大生は、個性を元気や活力に変換する力を持っています」

日
本
最
大
の
広
告
代
理
店
・
電
通
の
地
域
法
人

と
し
て
、同
社
の
九
州
支
社
を
母
体
に
設
立
さ
れ

た
株
式
会
社
電
通
九
州
。２
０
２
０
年
で
創
立
25

周
年
を
迎
え
、売
上
高
は
九
州
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を

誇
っ
て
い
ま
す
。そ
の
電
通
九
州
で
上
席
執
行
役
員

を
務
め
て
い
る
の
が
岩
切
祥
哲
さ
ん
で
す
。

中
学
・
高
校
時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
み
、

先
生
に
勧
め
ら
れ
た
福
岡
大
学
商
学
部
商
学
科
に

入
学
。下
宿
先
の
前
の
部
屋
に
住
ん
で
い
た
１
学
年

上
の
先
輩
と
の
出
会
い
が
、岩
切
さ
ん
の
大
学
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
こ
こ
に
名
前
を
書
い
て
。と
言
わ
れ

て
、そ
の
先
輩
が
入
っ
て
い
た
工
学
部
サ
ッ
カ
ー
愛

好
会
・
七
隈
ト
ン
ビ
ー
ズ
に
入
る
こ
と
に
。愛
好
会

と
い
え
ど
も
元
国
体
選
手
ば
か
り
で
、社
会
人
リ
ー

グ
１
部
と
い
う
チ
ー
ム
で
驚
き
ま
し
た
。僕
は
サ
ッ

カ
ー
経
験
ゼ
ロ
な
の
に
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
た

な
ら
手
を
使
う
の
が
上
手
い
は
ず
と
ゴ
ー
ル
キ
ー

パ
ー
に
任
命
さ
れ
、次
の
キ
ー
パ
ー
候
補
が
入
っ
て
く

る
ま
で
、そ
の
ま
ま
何
試
合
も
出
場
し
ま
し
た
」

練
習
は
、毎
日
朝
７
時
半
か
ら
９
時
ま
で
。遠
征

や
試
合
に
向
け
て
、熱
の
こ
も
っ
た
練
習
が
続
き
ま

し
た
。初
心
者
の
岩
切
さ
ん
は
途
中
で
辞
め
た
の
か

と
思
い
き
や「
４
年
次
生
の
最
後
ま
で
続
け
ま
し
た

よ
。一
度
始
め
た
ら
、最
後
ま
で
や
り
遂
げ
た
い
と
思

う
性
格
な
の
で
」と
楽
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

大
学
１
年
次
か
ら
居
酒
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始

め
た
の
も
、下
宿
先
の
先
輩
か
ら
誘
わ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。「
た
ま
た
ま
働
く
よ
う
に
な
っ
た

け
ど
、そ
の
お
か
げ
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
経
営
者
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

て
、視
野
が
広
が
り
ま
し
た
」。

大
学
４
年
次
が
近
づ
き
、岩
切
さ
ん
は
将
来
の
こ

と
に
つ
い
て
考
え
始
め
ま
し
た
。「
福
大
に
は
九
州
を

は
じ
め
各
地
か
ら
学
生
が
集
ま
っ
て
い
て
、刺
激
的

な
毎
日
で
し
た
。た
く
さ
ん
の
個
性
豊
か
な
人
た
ち

と
出
会
い
、話
を
聞
く
う
ち
に
、僕
は
人
が
好
き
だ

な
、人
と
交
流
す
る
仕
事
を
し
た
い
な
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。た
だ
、個
人
に
対
す
る
接
客
業
で

は
な
く
、組
織
の
人
た
ち
と
何
か
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
た
ん
で
す
」。そ
ん
な
漠
然
と
し
た
思
い
か
ら
、

目
指
す
業
界
を
絞
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、下
宿

先
の
先
輩
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
の
こ
と
。広
告

代
理
店
で
働
き
始
め
た
先
輩
か
ら
仕
事
の
話
を
聞

く
う
ち
に
、「
ゼ
ロ
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
作
り
、多
く
の

人
を
動
か
し
た
り
感
動
を
も
た
ら
し
た
り
で
き
る

広
告
の
仕
事
は
面
白
そ
う
」と
思
い
、見
事
に
希
望

す
る
広
告
業
界
へ
の
就
職
を
果
た
し
ま
し
た
。

広
告
業
界
に
入
っ
て
、今
年
で
38
年
。岩
切
さ
ん

は
一
貫
し
て
営
業
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。「
広

告
は『
人
に
伝
え
る
』と
い
う
ご
く
シ
ン
プ
ル
な
ビ
ジ

ネ
ス
で
、は
る
か
昔
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
か
ら
あ
る
ん

で
す
。中
で
も
営
業
の
使
命
は
、お
客
様
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
具
現
化

し
て
生
活
者
に
伝
え
る
こ
と
。お
客
様
と
話
を
し
な

が
ら
、ゼ
ロ
か
ら
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。お
客
様
の

課
題
を
把
握
し
た
上
で
、い
か
に
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や

メ
デ
ィ
ア
担
当
に
動
い
て
も
ら
う
か
も
大
切
。ト
ー

タ
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
全
責
任
を
負
う
立

場
で
す
か
ら
、非
常
に
面
白
く
て
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
」。そ
う
話
す
岩
切
さ
ん
の
表
情
は
実
に
生
き

生
き
と
し
て
、仕
事
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
き
た
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
手
掛
け
て
き
た
数
多
く
の
仕
事
の
中

で
も
、特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、２
０
０
２
年

の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
だ
と
言
い
ま
す
。当

時
、大
分
支
社
次
長
を
務
め
て
い
た
岩
切
さ
ん
は
、

行
政
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。人
口
１,
５

０
０
人
ほ
ど
の
中
津
江
村
が
カ
メ
ル
ー
ン
の
キ
ャ
ン

プ
地
に
選
ば
れ
、「
一
番
小
さ
な
自
治
体
の
キ
ャ
ン

プ
地
」と
話
題
に
。し
か
し
、カ
メ
ル
ー
ン
チ
ー
ム
の
到

着
が
５
日
遅
れ
、空
港
ま
で
バ
ス
で
迎
え
に
行
っ
た

岩
切
さ
ん
は
ハ
ラ
ハ
ラ
し
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
と
打
ち

明
け
ま
す
。

「
選
手
団
が
村
に
着
い
た
の
は
夜
中
３
時
で
し
た

が
、村
の
人
た
ち
や
小
さ
な
子
供
た
ち
が
旗
を
振
っ

て
大
歓
迎
。選
手
団
は
高
校
生
と
交
流
試
合
を
行

い
、壮
行
会
で
は
坂
本
村
長
を
は
じ
め
と
す
る
村
の

人
た
ち
と
打
ち
解
け
て
、と
て
も
良
い
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。帰
国
後
、村
に
は
カ
メ
ル
ー
ン

か
ら
エ
ア
メ
ー
ル
が
続
々
と
届
き
、村
長
は
カ
メ
ル
ー

ン
政
府
か
ら
勲
章
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。今
で
も
交
流

が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
」

国
境
も
年
齢
も
飛
び
越
え
た
交
流
が
生
ま
れ
る

現
場
の
仕
事
は
、こ
の
上
な
く
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
広
告
と
い
う
情
報
産
業
は
こ
れ
が
ダ
メ
と
い
う

枠
が
な
く
、自
分
次
第
で
何
で
も
で
き
ま
す
。特
に

う
ち
の
会
社
で
は
や
り
た
い
こ
と
を
自
由
に
や
ら
せ

て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。僕
は
お
客
様
に『
こ
れ
が

ダ
メ
な
ら
あ
っ
ち
は
ど
う
で
す
か
』と
積
極
的
に
提

案
す
る
タ
イ
プ
。し
つ
こ
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
、必
死
な

ん
で
す
よ
。相
手
は
人
な
の
で
、や
っ
ぱ
り
熱
心
に
し

て
い
れ
ば
気
持
ち
が
通
じ
る
。も
ち
ろ
ん
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、辛
い
と
楽
し
い
は
表

裏
一
体
。常
に
学
び
な
が
ら
、達
成
感
や
充
実
感
を

求
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。お
客
様
に
も

社
員
に
も
恵
ま
れ
て
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」

今
年
か
ら
上
席
執
行
役
員
と
な
り
、管
理
職
と

し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
経
営
側
と
し
て
、さ
ら
に

手
腕
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
九
州
で
長
年
広
告
業
に
携
わ
り
、国
内
や
海
外

も
い
ろ
い
ろ
と
見
て
き
ま
し
た
が
、や
は
り
九
州
と

い
う
土
壌
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
特
別
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
情
熱
的
で
パ
ワ
フ
ル

で
明
る
く
、土
地
ご
と
に
豊
か
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ

る
。そ
ん
な
九
州
の
あ
ふ
れ
る
パ
ワ
ー
を
も
っ
と
発

掘
し
発
信
し
て
、九
州
の
皆
さ
ん
が
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
す
る
よ
う
な
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
。会

社
と
し
て
も
新
し
い
分
野
や
世
界
に
向
け
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
」

最
後
に
、福
大
生
に
向
け
て
こ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
き
ま
し
た
。

「
福
大
の
建
学
の
精
神
で
あ
る『
質
実
剛
健
』は
、

実
に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。個
性
豊
か
な
人
た

ち
と
過
ご
し
た
大
学
時
代
、僕
は
た
く
さ
ん
の
人
と

交
わ
り
語
り
合
う
中
で
、根
気
強
さ
や
挑
戦
す
る

前
向
き
な
姿
勢
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
て
、そ

れ
ら
が
人
生
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

も
個
性
を
磨
き
自
信
を
持
っ
て
、学
生
の
う
ち
か
ら

い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
。『
さ
す
が
福
大
生
、や
る
ね
』と
言
わ
れ
る

く
ら
い
、も
っ
と
も
っ
と
元
気
に
跳
ね
回
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」

個
性
を
磨
き
、
自
信
を
持
っ
て

も
っ
と
も
っ
と
跳
ね
回
っ
て
み
よ
う

１９８３年３月、福岡大学商学部商学科卒業。卒業後、株式会社キョウエイアドイン
ターナショナルを経て１９８５年株式会社アド電通九州に入社。１９９６年株式会社電
通九州に入社。２００３年大分支社長、２００９年第１営業局長、２０１２年営業推進局
長、２０１６年第１営業局長、２０１８年取締役を歴任し、２０２０年４月より現職。

岩切 祥哲さん
株式会社電通九州 上席執行役員

いわきり・よしのり

大
学
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
多
く
の
人
と
出
会
い

「
人
が
好
き
」と
い
う
思
い
に
気
付
い
た

九
州
の
魅
力
を
発
掘
・
発
信
し
て

九
州
を
さ
ら
に
元
気
に
し
た
い

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

カ
メ
ル
ー
ン
と
村
民
の
交
流
に
感
動
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「娘たちとは、良い影響や刺激を与えあっています」と朝子さん

手
を
合
わ
せ
た
人
の
最
期
の
姿
が
視
え
る
能
力
を

持
つ
救
急
救
命
士
が
主
人
公
の『
４
分
間
の
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
』。昨
年
放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
涙
し

た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。原
作
者
の
キ
リ

エ
さ
ん
は
、桐
衣
奈
央
さ
ん
と
知
世
さ
ん
の
姉
妹
漫
画

家
。そ
し
て
二
人
の
母
で
あ
る
小
説
家
の
朝
子
さ
ん
に

よ
っ
て
、物
語
は
小
説
に
も
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
で
家
族
の
大
切
さ
や
深
い
愛
情
、命
の
尊
さ
を

丁
寧
に
紡
ぐ
３
人
は
、全
員
が
福
岡
大
学
の
卒
業
生
。

活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
３
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

長
く
専
業
主
婦
を
し
て
い
た
朝
子
さ
ん
が
、社
会
人

入
試
制
度
を
利
用
し
て
人
文
学
部
文
化
学
科
に
入

学
し
た
の
は
46
歳
の
時
。家
庭
の
事
情
で
現
役
で
の
進

学
は
か
な
わ
ず
、ず
っ
と
抱
え
て
い
た「
勉
強
し
た
い
」

と
い
う
思
い
が
よ
う
や
く
現
実
に
な
り
ま
し
た
。当
時

中
学
生
の
娘
た
ち
に
夢
を
追
い
か
け
る
姿
を
見
せ
た
い

と
踏
み
出
し
た
朝
子
さ
ん
は
、広
々
と
し
た
学
び
舎

で
、た
く
さ
ん
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
ま
す
。　

「
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。人
生
で
こ
ん
な
に
楽
し
い
こ

と
は
な
か
っ
た
く
ら
い
」。教
え
を
請
え
ば
限
り
な
く
応

え
て
く
れ
る
先
生
。授
業
は
常
に
最
前
列
で
、心
理
学

や
哲
学
な
ど
学
問
の
楽
し
さ
に
没
頭
し
て
い
き
ま
し

た
。「
大
学
で
得
た
知
識
全
て
が
、小
説
家
と
し
て
の

私
の
栄
養
に
な
っ
て
い
ま
す
。あ
の
時
福
大
に
入
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
、今
の
私
は
な
い
で
し
ょ
う
」。

大
学
進
学
の
夢
を
か
な
え
、表
情
を
明
る
く
し
て
い

く
母
を
う
れ
し
く
見
つ
め
て
い
た
姉
妹
も
ま
た
、数
年

後
、そ
の
背
中
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
商
学
部
第
二
部

商
学
科
に
進
学
。２
歳
年
上
の
奈
央
さ
ん
は
高
校
卒

業
後
、介
護
職
の
道
へ
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、妹
の
知
世

さ
ん
と
一
緒
に
学
ぶ
た
め
本
学
へ
入
学
、毎
日
肩
を
並

べ
て
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。日
本
文
学
や
西
洋
文
学
の

面
白
さ
、経
営
学
で
は
社
会
貢
献
の
重
要
性
な
ど
を

学
ん
だ
と
言
い
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
漫
画
家
に

憧
れ
て
い
た
二
人
で
し
た
が
、「
漫
画
一
本
に
人
生
を

賭
け
る
の
は
難
し
い
」と
、奈
央
さ
ん
は
介
護
職
で
生

計
を
立
て
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
し
た
。一
方
、漫
画

家
に
な
る
夢
を
主
軸
に
考
え
て
い
た
知
世
さ
ん
は
、授

業
の
合
間
に
図
書
館
に
通
い
つ
め
て
は
、漫
画
の
ア
イ

デ
ア
に
な
り
得
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
蓄
え
て
い
た
と

話
し
ま
す
。卒
業
後
も
知
世
さ
ん
は
、漫
画
家
に
な
る

た
め
の
下
積
み
に
専
念
。漫
画
を
描
き
な
が
ら
情
報
を

集
め
続
け
て
い
き
ま
し
た
。一
方
、姉
の
奈
央
さ
ん
は

漫
画
家
の
夢
や
、大
学
で
の
学
び
を
生
か
せ
る
将
来
を

考
え
な
が
ら
、専
門
学
校
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
学

生
に
介
護
技
術
を
教
え
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

姉
妹
が
大
学
を
卒
業
し
て
２
年
が
経
っ
た
あ
る
日
、

母
・
朝
子
さ
ん
の
乳
が
ん
が
発
覚
し
ま
し
た
。「
定
期
検

診
で
何
の
覚
悟
も
な
し
に
病
院
へ
行
っ
た
ら
突
然
告

知
さ
れ
て
…
」。落
ち
込
み
な
が
ら
も
無
事
に
手
術
を

終
え
た
３
日
後
、朝
子
さ
ん
の
心
に
芽
生
え
た
の
は
一

つ
の
思
い
で
し
た
。「
私
、小
説
書
か
な
く
ち
ゃ
」。

当
時
、専
業
主
婦
だ
っ
た
朝
子
さ
ん
が
そ
う
思
い

至
っ
た
き
っ
か
け
は
数
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。姉
妹

が
大
学
に
入
っ
た
頃
、「
私
た
ち
二
人
の
た
め
に
、何
か

物
語
を
書
い
て
く
れ
な
い
？
」と
知
世
さ
ん
か
ら
突
然

リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
の
で
す
。驚
き
な
が
ら
も
、書
き
始

め
て
み
る
と
、物
語
を
書
く
楽
し
さ
に
の
め
り
込
み
、

あ
っ
と
い
う
間
に
一
冊
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
書
き
上
げ

ま
す
。新
し
い
扉
が
開
い
た
矢
先
、大
病
が
発
覚
し
た

の
で
す
。「
今
こ
の
瞬
間
、そ
し
て
こ
の
先
も
、私
と
同

じ
よ
う
に
ど
こ
か
で
絶
望
し
て
い
る
人
が
い
る
。そ
の

人
た
ち
に
、文
章
で
何
か
言
葉
を
伝
え
て
あ
げ
た
い
」。

そ
う
し
て
筆
を
執
り
１
年
半
後
に
完
成
し
た
作
品

『
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
の
お
手
玉
』は
、２
０
１
２
年「
小
学

館
文
庫
小
説
賞
」を
受
賞
。翌
年
、『
薔
薇
と
ビ
ス
ケ
ッ

ト
』に
改
題
し
て
出
版
さ
れ
、小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。物
語
の
主
人
公
は
介
護
福
祉
士
。娘
が
話

し
て
く
れ
た
介
護
現
場
の
高
齢
者
の
姿
が
、創
作
の

原
点
に
な
り
ま
し
た
。

「
私
の
作
品
を
読
ん
で
誰
か
一
人
で
も
人
に
優
し

く
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、誰
か
の

心
を
励
ま
す
こ
と
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
。針
の
先
ほ

ど
で
も
い
い
か
ら
、こ
の
世
界
を
良
く
し
た
い
の
で
す
」

突
然
の
大
病
は
朝
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、姉
妹
の

人
生
に
も
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。漫
画
家

一
本
に
絞
れ
な
か
っ
た
奈
央
さ
ん
も
覚
悟
を
決
め
て
、

姉
妹
で「
漫
画
家
・
キ
リ
エ
」に
な
る
と
決
心
。卒
業
か

ら
５
年
が
経
っ
た
２
０
１
４
年
、傍
ら
で
看
取
っ
た
祖

母
へ
の
思
い
を
注
ぎ
込
む
よ
う
に
描
い
た
作
品『
ヒ
ト

リ
シ
ズ
カ
』が
、「
小
学
館
新
人
コ
ミ
ッ
ク
大
賞
」を
受

賞
し
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た
。

知
世
さ
ん
は
、「
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、面
白
い
と
思

う
題
材
を
選
ん
で
い
る
」と
言
い
ま
す
。「
実
在
の
職

業
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
の
で
、小
さ
な
シ
ー
ン
で
も

対
象
を
徹
底
的
に
調
べ
上
げ
な
い
と
書
け
ま
せ
ん
。そ

の
勉
強
の
仕
方
は
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
で
す
。ま
た

漫
画
は
若
い
人
も
読
む
の
で
、思
考
が
偏
ら
な
い
よ
う

に
多
く
の
本
を
読
ん
で
、常
に
多
面
的
な
思
考
で
い

る
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。『
４
分
間
の
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
』も
、大
学
の
図
書
館
で
救
急
救
命
士
に
つ

い
て
の
本
を
熟
読
し
、描
い
た
作
品
で
す
」。

奈
央
さ
ん
が
制
作
当
時
の
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
消
防
本
部
に
取
材
に
行
っ

た
の
で
す
が
、時
間
を
割
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
申
し

訳
な
く
て
、萎
縮
し
て
い
た
時
に
担
当
の
方
が
本
学

Ｏ
Ｂ
の
方
で
、終
始
快
く
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。そ
の
時
ふ
と
、在
学
中
に
言
わ
れ
た『
福
大
を
卒

業
し
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
』

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
」。綿
密
な
取
材
を

も
と
に
救
急
現
場
を
リ
ア
ル
に
表
現
し
た『
４
分
間
の

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
』に
は
、多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

二
人
は「
漫
画
家
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
」と
実
感
し

た
そ
う
で
す
。

今
で
は
奈
央
さ
ん
が
知
世
さ
ん
の
漫
画
だ
け
で
な

く
、朝
子
さ
ん
の
小
説
も
編
集
管
理
し
て
お
り
、一
心

同
体
の
よ
う
な
３
人
。最
後
に
福
岡
大
学
に
通
う
後

輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

「
作
品
づ
く
り
は
、〝
こ
の
人
に
し
か
書
け
な
い
〞と
い

う
強
み
を
、い
か
に
見
せ
る
か
が
大
事
で
す
。学
生
の

皆
さ
ん
も
、こ
れ
だ
け
は
負
け
な
い
と
い
う
自
分
の
強

み
を
早
め
に
見
つ
け
て
、伸
ば
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
」と
話
す
奈
央
さ
ん
。そ
し
て
知
世
さ
ん
は
、「
後
悔

し
そ
う
だ
な
と
思
う
こ
と
は
、絶
対
に
挑
戦
し
た
方

が
良
い
。も
し
挑
戦
し
た
先
が
不
安
定
で
心
配
な
ら
、

何
か
資
格
や
技
術
を
身
に
付
け
て
安
定
も
確
保
す

る
。私
た
ち
も
そ
う
や
っ
て
夢
を
諦
め
ず
に
や
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
か
ら
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。40
代
で
学

生
に
、そ
し
て
大
病
を
乗
り
越
え
て
小
説
家
デ
ビ
ュ
ー

を
か
な
え
た
朝
子
さ
ん
は
、「
人
生
い
く
つ
か
ら
で
も

挑
戦
で
き
ま
す
し
、病
気
や
失
敗
な
ど
、一
見
不
幸
や

不
運
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、実
は
そ

の
人
に
と
っ
て
最
も
素
晴
ら
し
い
も
の
を
運
ん
で
き
て

く
れ
ま
す
。だ
か
ら
、こ
の
先
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

投
げ
出
さ
な
い
で
。い
つ
か
そ
れ
が
財
産
に
な
り
ま
す

か
ら
」と
力
強
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

３
人
の
根
底
に
共
通
し
て
流
れ
る
の
は「
作
品
を

通
し
て
人
を
幸
せ
に
し
た
い
」と
い
う
確
か
な
思
い
。生

み
出
す
作
品
と
同
様
に
愛
が
に
じ
み
出
る
よ
う
な
姿

に
、じ
ん
わ
り
と
温
か
な
気
持
ち
が
広
が
り
ま
し
た
。

手
に
し
た
夢
を
諦
め
な
い
で

挑
戦
し
続
け
て
ほ
し
い

２００９年３月、福岡大学商学部第二部商学科卒業。メイ
ンの作画を担当。

桐衣 知世さん
漫画家 キリエ

きりえ・ともよ

２００１年３月、福岡大学人文学部文化学科卒業。２０１２年
『ガラシャ夫人のお手玉（改題・薔薇とビスケット）』でデビュー。

桐衣 朝子さん
小説家

きりえ・あさこ

２００９年３月、福岡大学商学部第二部商学科卒業。２０１４
年『ヒトリシズカ』でデビュー。代表作は『４分間のマリーゴールド』

桐衣 奈央さん
漫画家 キリエ

きりえ・なお

大
学
生
活
で
得
た「
学
ぶ
楽
し
さ
」　

そ
し
て
今
に
つ
な
が
る
原
点

母
の
病
気
が
き
っ
か
け
と
な
り

そ
れ
ぞ
れ
小
説
家
、漫
画
家
の
道
へ

私
た
ち
の
作
品
を
通
し
て

人
を
幸
せ
に
し
た
い

母朝子さんの小学館文庫小説賞の受賞式にて（2012年）母朝子さんの小学館文庫小説賞の受賞式にて（2012年） 大切な家族であり、仕事仲間でもある3人大切な家族であり、仕事仲間でもある3人 「共に学べた時間が本当に貴重で楽しかった」と話す姉妹「共に学べた時間が本当に貴重で楽しかった」と話す姉妹
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就
職
・
進
路



戸田 みゆきさん

篠栗町立 勢門小学校
養護教諭

（医学部看護学科 ２０１６年卒業）

学び方を工夫し
努力した経験は
必ず力になる

鶴田 知日愛さん

株式会社JALスカイ九州
空港オペレーション部

（法学部法律学科 ２０１５年卒業）

自分を信じて
視野を広げれば
夢に近づける

末増 周さん

カルチュア・コンビニエンス・
クラブ株式会社
九州営業九州Ｔポイント

（商学部経営学科 ２０１６年卒業）

挑戦させてくれる
環境を最大限に
生かしてほしい

岡 佑司さん

株式会社九電工
福岡西営業所

（工学部電子情報工学科 2017年卒業）

企業研究と
自己分析で
明確なイメージと
自信が生まれる

電
気
工
事
を
管
理
す
る
株
式
会
社
九
電
工
に
勤

め
る
岡
佑
司
さ
ん
。現
在
は
、福
岡
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

ド
ー
ム
に
隣
接
す
る
商
業
施
設
で
、現
場
の
安
全
管

理
や
工
程
管
理
、施
工
に
携
わ
る
人
材
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
、多
岐
に
亘
る
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

工
学
部
電
子
情
報
工
学
科
で
学
び
を
深
め
る
中

「
ず
っ
と
形
に
残
る
大
き
な
建
物
を
福
岡
に
造
り
た

い
」と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
言
い
ま

す
。興
味
を
持
っ
た
電
気
関
連
の
事
業
に
的
を
絞

り
、３
年
次
の
２
月
に
就
職
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

「
弊
社
に
は
福
岡
大
学
の
卒
業
生
が
多
く
在
籍

し
て
お
り
、友
人
と
一
緒
に
話
を
聞
い
た
り
、Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
企
業
情
報
を
調
べ
た
り
す
る
う
ち
に『
こ

こ
し
か
な
い
！
』と
心
が
決
ま
り
ま
し
た
」

４
年
次
の
４
月
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、筆
記
試
験
や

面
接
を
経
て
５
月
に
内
々
定
を
得
た
岡
さ
ん
。就
職

活
動
の
カ
ギ
は
企
業
研
究
と
自
己
分
析
だ
と
話
し

ま
す
。「
面
接
は
絶
対
に
緊
張
し
て
し
ま
う
も
の
。場

の
空
気
に
飲
ま
れ
ず
に
、そ
の
会
社
へ
の
熱
意
を
伝

え
ら
れ
る
か
が
大
切
で
す
。そ
こ
で
生
き
て
く
る
の

が
企
業
研
究
と
自
己
分
析
の
精
度
。こ
の
２
つ
を
徹

底
し
て
行
っ
た
の
で
、企
業
で
働
く
自
分
を
明
確
に

イ
メ
ー
ジ
し
、面
接
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

入
社
し
て
間
も
な
い
頃
、福
岡
大
学
の
新
４
号
館

の
施
工
サ
ポ
ー
ト
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
時
は
と
て

も
感
慨
深
か
っ
た
そ
う
で
す
。今
は
一
級
電
気
施
工

管
理
技
士
の
資
格
を
取
る
べ
く
勉
強
中
の
岡
さ
ん
。

「
建
物
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
電
気
。建
築

と
は
ま
た
違
っ
た
形
で
、建
設
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。『
誰
も
が
知
っ
て
い
る
大
き
な
建
物
を
造

り
た
い
』と
い
う
大
き
な
夢
を
電
気
工
事
と
い
う
面

か
ら
か
な
え
る
た
め
に
、確
実
に
経
験
を
積
ん
で
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

鶴
田
さ
ん
は
、株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
イ
九
州
の
グ

ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
空
港
カ
ウ
ン
タ
ー
や
搭
乗

口
、バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
で
の
業
務
の
ほ
か
、ラ
ウ
ン
ジ

も
担
当
し
、多
く
の
お
客
さ
ま
に
笑
顔
を
届
け
て
い
ま

す
。入
社
し
て
６
年
目
の
今
、「
さ
ら
に
力
を
養
っ
て
後

輩
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

百
貨
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
通
じ
て
、自
分
の
働
き

か
け
で
お
客
さ
ま
が
喜
ぶ
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、う

れ
し
さ
を
感
じ
た
鶴
田
さ
ん
。小
学
生
の
時
、初
め
て

の
一
人
旅
の
途
中
に
出
会
っ
た
温
か
い
グ
ラ
ン
ド
ス

タ
ッ
フ
の
姿
を
思
い
出
し
、大
学
２
年
次
の
秋
に「
あ

の
時
対
応
し
て
く
れ
た
方
の
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。周
囲
に
航
空
業
界
へ

進
ん
だ
先
輩
が
少
な
か
っ
た
た
め「
自
分
で
積
極
的
に

動
こ
う
！
」と
決
意
。３
年
次
に
な
る
頃
か
ら
、何
度
も

空
港
に
足
を
運
び
、そ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
接
客
を

目
で
追
い
、時
に
は
質
問
を
し
て
、情
報
収
集
に
励
み

ま
し
た
。空
港
内
で
流
れ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
い
て
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
温
か
く
配
慮
さ
れ
た
言
葉
遣
い
に
気
付
い

た
鶴
田
さ
ん
は
、心
か
ら
感
動
し
た
と
言
い
ま
す
。

３
年
次
の
秋
に
は
、エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
で「
エ
ア
ラ
イ
ン
講
座
」を
受
講
し
実
践
的
な
指
導

を
受
け
ま
し
た
。同
じ
目
標
を
持
つ
仲
間
に
も
出
会

い
、情
報
交
換
な
ど
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
就
職
活
動

を
進
め
た
鶴
田
さ
ん
。何
度
も
自
分
の
目
と
耳
で
感

じ
た
事
や
、会
社
へ
の
熱
い
思
い
を
、面
接
で
自
信
を

持
っ
て
伝
え
、内
々
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
自
分
の
し
て
い
る
こ
と
が
正
し
い
の
か
悩
み
立

ち
止
ま
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、頑
張

っ
て
き
た
こ
と
は
裏
切
り
ま
せ
ん
。走
り
だ
し
た
ら

自
分
を
信
じ
て
貫
き
、視
野
を
広
げ
て
行
動
す
れ

ば
、夢
に
近
づ
け
る
は
ず
で
す
」と
、力
強
い
エ
ー
ル

を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

養
護
教
諭
と
し
て
小
学
校
で
勤
務
し
て
い
る

戸
田
み
ゆ
き
さ
ん
。保
健
室
で
子
ど
も
の
け
が
や

病
気
の
応
急
手
当
、心
の
ケ
ア
に
当
た
り
、保
健

の
授
業
な
ど
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
が
楽
し
く
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
、

心
身
の
健
康
を
支
え
る
養
護
教
諭
に
な
り
た

い
」。そ
ん
な
将
来
の
夢
を
定
め
た
の
は
、戸
田
さ

ん
が
ま
だ
小
学
生
の
時
。学
校
が
大
好
き
で
、小

児
科
の
看
護
師
と
し
て
働
く
母
に
憧
れ
て
い
た

と
言
い
ま
す
。

看
護
の
専
門
知
識
を
身
に
付
け
た
く
て
、福
岡

大
学
の
医
学
部
看
護
学
科
へ
進
学
。教
員
採
用
試

験
に
向
け
て
本
格
的
に
勉
強
を
始
め
た
の
は
、３

年
次
の
後
期
で
し
た
。

ハ
ー
ド
な
病
棟
実
習
と
重
な
り
、限
ら
れ
た
時
間

で
効
率
よ
く
勉
強
し
よ
う
と
、エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の「
教
員
採
用
試
験
対
策
講
座
」を
受
講
。

小
論
文
や
面
接
に
つ
い
て
も
、講
座
で
学
び
ま
し

た
。専
門
的
な
集
団
討
論
や
面
接
、実
技
に
関
し
て

は
、看
護
学
科
の
先
生
に
指
導
を
お
願
い
し
て
友

人
た
ち
と
練
習
。そ
し
て
見
事
、第
一
志
望
だ
っ
た

福
岡
県
の
養
護
教
諭
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

「
看
護
と
養
護
の
勉
強
を
両
立
す
る
の
は
、予
想

以
上
に
大
変
で
し
た
。で
も
、エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
講
座
で
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
勉
強

で
き
て
、学
科
の
先
生
方
に
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
励
ま
し
合
え
る
友
達
が
い
た
か
ら
、頑
張
れ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。学
科
の
先
生
に
は
、今
で
も
相

談
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
、と
て
も
心
強
い

で
す
。看
護
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
私

の
強
み
。専
門
知
識
を
生
か
し
て
子
ど
も
た
ち
に

寄
り
添
い
、成
長
を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
」

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
や
蔦
屋
書
店
、出
版
・
コ
ン
テ

ン
ツ
等
を
提
供
す
る
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
・
ク
ラ
ブ
株
式
会
社（
以
下
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）で
、企
業

向
け
の
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
末
増

周
さ
ん
。「
６
年
越
し
の
思
い
が
実
を
結
ん
で
い
ま

す
」と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

商
学
部
経
営
学
科
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー

チ
で
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
の
仕
組
み
に
興
味
を
持
っ
た
末

増
さ
ん
。「
運
営
企
業
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、書
店
の

経
営
だ
け
で
な
く
図
書
館
や
公
共
施
設
の
管
理

や
、飲
食
店
な
ど
幅
広
い
事
業
を
担
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
、と
て
も
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
」。

そ
の
後
、３
年
次
後
期
か
ら
就
職
活
動
を
開
始
。

当
時
開
催
さ
れ
て
い
た
商
学
部
の
先
生
方
や
内
定

を
も
ら
っ
て
い
る
４
年
次
生
が
有
志
で
開
催
す
る

就
職
塾
に
積
極
的
に
参
加
し
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

や
面
接
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

憧
れ
だ
っ
た
Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た

が
内
定
に
は
至
ら
ず
。一
度
は
別
の
会
社
に
入
社

し
ま
し
た
。

し
か
し
、Ｃ
Ｃ
Ｃ
で
働
く
夢
を
か
な
え
る
た
め

転
職
活
動
を
行
い
、２
０
１
７
年
４
月
に
中
途
入

社
を
果
た
し
ま
す
。そ
し
て
翌
年
、Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
知
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
携
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
福
岡
大
学
で
の
就
職
活
動
は
、大
企
業
か
ら
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
ま
で
間
口
が
広
が
っ
て
い
て
、先

生
方
や
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
て
、思
い
描
い
た

将
来
を
追
い
か
け
て
ほ
し
い
で
す
」

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
諦
め
た
く
な
か
っ
た
と
話

す
末
増
さ
ん
。夢
を
か
な
え
た
そ
の
表
情
は
い
き

い
き
と
輝
い
て
い
ま
す
。

就 活就 活
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小
学
生
の
時
に
抱
い
た
夢
を
貫
き

看
護
師
資
格
を
持
っ
た
養
護
教
諭
に

大
き
な
建
物
を
造
り
た
い

熱
意
を
形
に
で
き
る
仕
事

自
分
の
目
で
確
か
め
た
か
ら
こ
そ

自
信
を
持
っ
て
思
い
を
伝
え
ら
れ
た

「
こ
の
会
社
で
働
き
た
い
」

諦
め
ず
に
手
に
し
た
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
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2023年秋竣工予定の病院新本館（イメージ図）2023年秋竣工予定の病院新本館（イメージ図） 「ダビンチ」（写真）をはじめとした医療ロボットによる手術は今後も増えると岩﨑先生「ダビンチ」（写真）をはじめとした医療ロボットによる手術は今後も増えると岩﨑先生

福岡大学西新病院として3年目を迎えた福岡大学西新病院として3年目を迎えた大型の一体型モニターを備えた最新の血管撮影システム「Trinias」大型の一体型モニターを備えた最新の血管撮影システム「Trinias」

福
岡
大
学
病
院
は
、１
９
７
３
年
の
設
立
以
来
、

医
療
人
の
教
育
・
研
究
を
担
い
、特
定
機
能
病
院
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
、「
あ
た
た
か
い
医
療
」を
提

供
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
、技
術

は
日
々
進
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
社
会
の
変
化
と

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
、本
病
院
は
臓
器
移
植
に

も
力
を
注
ぎ
、特
に
肺
移
植
は
全
国
認
定
施
設
９

施
設
の
一
つ
と
し
て
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。ま
た
最
新
式
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

し
、前
立
腺
や
腎
臓
な
ど
の
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
胃
や
大
腸
を
含
む
消
化
器
、肺
や
縦
隔

の
呼
吸
器
、子
宮
の
婦
人
科
に
対
す
る
保
険
適
用

が
認
め
ら
れ
た
た
め
、今
後
も
ま
す
ま
す
ロ
ボ
ッ
ト

機
器
を
使
っ
た
手
術
は
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

「
最
新
機
器
を
操
作
す
る
医
師
た
ち
の
育
成
に

早
く
か
ら
着
手
し
て
き
ま
し
た
。時
代
の
変
化
に
対

応
す
る
準
備
は
整
っ
て
い
ま
す
」と
岩
﨑
先
生
は
胸

を
張
り
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
機
器
の
操
作
に
は
ラ
イ
セ
ン
ス
が
必
要

に
な
り
ま
す
。本
病
院
で
は
そ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得

の
た
め
の
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、九
州
一
円
か
ら

医
師
た
ち
が
集
い
ま
す
。さ
ら
に
九
州
で
唯
一
、呼

吸
器
系
の
証
明
書
を
発
行
で
き
る
と
い
う
点
も
本

病
院
の
強
み
で
あ
り
、医
療
技
術
の
指
導
と
、九
州

の
医
療
の
発
展
を
担
う
と
い
う
重
要
な
役
割
も
果

た
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、副
作
用
が
少
な
く
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
患
部

に
照
射
で
き
る
最
新
機
器
も
、放
射
線
科
に
導
入

予
定
。最
新
の
機
器
と
技
量
を
備
え
、大
学
病
院

の
使
命
で
あ
る
高
度
で
最
先
端
の
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

本
病
院
は
地
域
医
療
機
関
、行
政
機
関
と
の
連

携
は
も
ち
ろ
ん
、Ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｃ（
エ
フ
マ
ー
ク
）と
呼
ば
れ

る
緊
急
車
両
に
医
師
や
看
護
師
が
同
乗
し
、救
急

現
場
で
す
ぐ
に
処
置
が
で
き
る
取
り
組
み
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。「
断
ら
な
い
医
療
」を
目
指
し
、救

命
率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、今
年
１
月

か
ら
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
肺
炎
の
よ
う
な

緊
急
事
態
時
に
お
い
て
も
、行
政
機
関
と
の
情
報

交
換
・
連
携
を
行
い
、地
域
医
療
の
中
核
で
あ
る
大

学
病
院
と
し
て
万
全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

超
未
熟
児
を
診
療
す
る
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
と
い
っ
た
特
殊
な
部
署
も
持
つ
本
病
院
で
す

が
、大
学
病
院
の
総
合
力
を
強
み
に
、ど
の
分
野
に

お
い
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
技
術
・
ス
タ
ッ
フ
・
設

備
を
備
え
て
い
ま
す
。ま
た
、臓
器
移
植
の
分
野
に

お
い
て
は
、移
植
強
化
の
た
め
診
療
部
門
へ
組
織
改

変
を
行
い
ま
し
た
。今
後
は
治
療
技
術
が
多
様
に
な

る
と
同
時
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
も
進
む
で

し
ょ
う
。そ
の
仕
組
み
づ
く
り
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

「
ど
ん
な
病
院
で
あ
り
た
い
か
」の
問
い
に
、「
常
に

頼
れ
る
最
後
の
砦
で
あ
り
た
い
」と
答
え
る
岩
﨑
先

生
。開
院
か
ら
50
年
を
迎
え
る
２
０
２
３
年
に
向
け

て
、新
本
館
の
竣
工
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。変
わ

り
ゆ
く
医
療
現
場
の
中
で
未
来
を
見
据
え
な
が
ら

柔
軟
に
対
応
し
、本
病
院
の「
あ
た
た
か
い
医
療
」の

提
供
は
続
い
て
い
き
ま
す
。

最
新
機
器
と
技
量
を
も
っ
て

　
　
　
「
頼
れ
る
最
後
の
砦
」に

肺
移
植
や
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
な
ど

高
度
で
最
先
端
の
医
療
を
提
供

福
岡
大
学
西
新
病
院
は
、福
岡
市
医
師
会
成
人

病
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
事
業
譲
受
に
よ
っ
て
２
０
１
８
年

４
月
に
開
院
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
内
科
系
診
療
を

維
持
し
つ
つ
、新
し
く
小
児
科
の
入
院
機
能
を
加
え

た
病
院
で
す
。ま
た
、胃
や
大
腸
の
消
化
器
内
視
鏡

検
査
な
ど
を
行
う
健
康
診
断
を
数
多
く
受
け
入
れ
、

地
域
住
民
の
健
康
維
持
を
担
う
病
院
と
し
て
近
隣

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
住
民
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

超
高
齢
社
会
の
今
、医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は

変
化
し
て
お
り
、大
学
病
院
で
手
術
を
終
え
容
態

が
安
定
し
た
患
者
さ
ん
を
地
域
の
病
院
で
診
る

よ
う
な
地
域
医
療
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。２

０
１
９
年
12
月
、病
院
長
に
着
任
し
た
三
浦
伸
一
郎

先
生
は
、「
高
度
先
進
医
療
を
担
う
大
学
病
院
と

地
域
住
民
の
か
か
り
つ
け
医
で
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

橋
渡
し
役
に
な
り
た
い
」と
、着
任
後
、近
隣
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
訪
問
し
た
と
言
い
ま
す
。「
大
学
病
院
へ
の

相
談
」に
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
感
じ
て
い
る
地
域
の
先

生
方
も
多
く
、そ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
で
す
。「
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。直
接
話
を
す
る
こ

と
で
お
互
い
を
よ
く
理
解
で
き
、患
者
さ
ん
の
症
状

や
気
持
ち
、治
療
方
針
を
共
有
で
き
ま
す
」と
話
し

ま
す
。

本
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
高
度
な
治

療
が
必
要
な
場
合
は
福
岡
大
学
病
院
に
搬
送
し
、

本
病
院
で
の
入
院
で
済
め
ば
退
院
後
の
診
療
等
を

地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
依
頼
し
ま
す
。そ
の
連
携
に

よ
っ
て
患
者
さ
ん
の
不
安
は
軽
減
さ
れ
、ク
リ
ニ
ッ
ク

の
負
担
も
小
さ
く
て
済
み
ま
す
。三
浦
先
生
は
患

者
さ
ん
、ク
リ
ニ
ッ
ク
の
双
方
に
対
し
て「
断
ら
な
い

医
療
」を
続
け
、さ
ら
に
地
域
と
の
連
携
を
深
め
て

い
き
た
い
と
、今
後
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

顔
を
合
わ
せ
、話
を
よ
く
聞
く
こ
と
に
重
き
を

置
く
三
浦
先
生
は
、病
院
内
で
も
医
師
や
看
護

師
、事
務
職
員
ら
と
顔
を
合
わ
せ
、各
々
が
病
院
や

患
者
さ
ん
に
対
し
て
ど
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
の

か
、話
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

「
チ
ー
ム
医
療
」を
体
現
す
る
先
生
の
行
動
に

は
、循
環
器
内
科
の
医
師
と
し
て
の
経
験
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
そ
う
で
す
。心
臓
手
術
後
、患
者

さ
ん
に
は
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
で
あ
り
、看
護
師
、薬

剤
師
、理
学
療
法
士
、栄
養
士
、臨
床
検
査
技
師
ら

が
チ
ー
ム
を
形
成
し
て
治
療
に
当
た
り
ま
す
。「
医

師
は
検
査
デ
ー
タ
を
基
に
回
復
状
況
を
把
握
で
き

て
も
、患
者
さ
ん
自
身
が
吐
露
し
な
い
限
り
気
持
ち

を
十
分
に
理
解
す
る
の
は
難
し
い
と
言
い
ま
す
。看

護
師
や
理
学
療
法
士
ら
が
そ
れ
を
補
い
、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
回
復
へ
の
道
が
早
ま
る
の
で
す
」。

チ
ー
ム
医
療
を
率
い
て
き
た
先
生
の
思
い
が
本
病
院

で
も
す
で
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
地
域
住
民
に
向
け
た
健
康
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
行
い
、医
師
や
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
地
域
住
民
と

の
触
れ
合
い
の
場
を
増
や
し
、関
係
性
を
ま
す
ま
す

深
め
て
い
く
予
定
で
す
。地
域
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
、こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
医
療
の
提
供
を
続
け

ま
す
。

Medical 
　Report

「
断
ら
な
い
医
療
」を
続
け
て

　
　
　
　
　
　

地
域
連
携
を
図
る

循
環
器
内
科
・
消
化
器
内
科
、

小
児
科
を
中
心
に
地
域
に
貢
献

ス
タ
ッ
フ
と
会
話
を
重
ね

チ
ー
ム
医
療
を
形
成
し
て
い
く

1973年8月開設。23の診療部からなる特定機能病
院。「あたたかい医療」を基本理念に掲げ、地域医療の中
心として社会に貢献するとともに、高度な医療の提供や
医療人の育成、臨床研究の推進に努めている。病床数
は915床。

福岡大学病院

岩﨑 昭憲 教授病院長

1983年、福岡市医師会成人病センターとして開設。福
岡市医師会から事業譲受し、2018年4月1日に、福岡大
学西新病院に。循環器内科、消化器内科、小児科など、7
つの診療科がある。病床数は117床。

福岡大学西新病院

三浦 伸一郎 教授病院長

地
域
や
行
政
と
の
連
携
、

医
療
の
環
境
改
善
に
取
り
組
む

27F U K U O K A  U N I V E R S I T Y  M A G A Z I N E28 F U K U O K A  U N I V E R S I T Y  M A G A Z I N E

医
療
情
報
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学
位
記
を
授
与
さ
れ
た
、学
部
生
3,
9
1
7
名
、大
学
院

修
士
課
程
・
博
士
課
程
前
期
お
よ
び
専
門
職
学
位
課
程
修
了

生
1
8
6
名
の
皆
さ
ん
、ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
卒
業
式
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、中
止
す
る
と
い
う
苦
渋
の
決
断
を
い

た
し
ま
し
た
。皆
さ
ん
に
と
っ
て
、一
生
に
一
度
の
卒
業
式
を
中

止
す
る
こ
と
に
な
り
、誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、状
況
を
理

解
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、本
日
を
も
っ
て
、皆
さ
ん
は
社
会
人
に
な
り
ま
す
。学

生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。社
会
人
と
し
て
飛
び
立
つ
皆
さ
ん
へ
、三

つ
の
こ
と
を
、お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、こ
こ
ま
で
皆
さ
ん
を
立
派
に
育
て
て
く
れ
た
、ご
両

親
・
ご
家
族
、先
生
方
、そ
し
て
社
会
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
、自
然
や
神
を
畏
敬
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。私
た
ち
は
色
々
な
弱
さ
や
欠
点
を
持
っ
た
ま

ま
成
長
し
、多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。そ
の
こ
と
に
対
す
る
感
謝
で
す
。

　

私
が
感
じ
ま
す
に
、あ
る
程
度
満
た
さ
れ
た
中
に
い
ま
す
と
、

あ
ま
り
自
分
の
置
か
れ
た
状
況
に
感
謝
し
な
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。私
は
人
生
を
振
り
返
っ
て
、感
謝
す
る
こ
と
を
大
切
に
す

る
、そ
れ
が
家
族
、両
親
、自
分
自
身
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
み

な
ら
ず
、社
会
や
祖
国
、自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、急
に
は
感
謝
も
で
き
な
い
し
、思
い
や
り
や
社
会
貢

献
な
ど
語
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
の

後
に
こ
そ
、思
い
や
る
心
や
感
謝
が
う
ま
れ
、社
会
貢
献
が
で
き

る
の
で
す
。ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
の
後
に
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
生

ま
れ
ま
す
の
で
、そ
の
精
神
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、皆
さ
ん
は
推
測
不
能
の
様
々
な
場
面
に
遭
遇
し

ま
す
。今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
も
、同

様
で
す
。し
か
し
、様
々
な
問
題
に
遭
遇
す
る
た
び
に
、人
は
一

歩
ず
つ
飛
躍
的
に
成
長
し
ま
す
。線
状
に
、linear

に
成
長
す
る

の
で
は
な
く
、階
段
状
に
成
長
し
ま
す
。多
く
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

Stay hungry

、常
に
現
状
に
満
足
せ
ず
上
を
目
指
す
、そ
こ
か

ら
社
会
貢
献
が
生
ま
れ
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
頑
張
り
を
、期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、人
生
の
組
み
立
て
に
つ
い
て
で
す
。大
き
な
目
標
を
持

つ
こ
と
は
大
切
で
す
。目
標
は
短
期
的
、そ
し
て
長
期
的
視
点

で
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。常
に
志
を
高
く
維
持
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、自
分
の
考
え
た
レ
ー
ル
の
上
だ

け
を
歩
く
人
は
、誰
一
人
と
し
て
い
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、こ
う
な

ら
な
け
れ
ば
良
い
、と
い
う
方
向
に
、人
生
は
動
い
て
い
き
が
ち

で
す
。

　

人
間
で
す
の
で
、失
敗
も
あ
り
ま
す
。う
ま
く
行
か
な
い
方

が
多
い
の
で
す
が
、上
手
く
い
か
な
い
と
き
こ
そ
、皆
さ
ん
の
真

価
が
問
わ
れ
る
の
で
す
。愛
と
敗
北
は
人
生
を
豊
か
に
し
ま

す
。人
は
必
ず
死
ぬ
、こ
れ
が
サ
イ
エ
ン
ス
で
一
番
正
し
い
エ
ビ

デ
ン
ス
で
す
。そ
の
観
点
に
立
っ
て
、一
度
の
人
生
を
懸
命
に
駆

け
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。命
の
大
切
さ
を
感
じ
な
が
ら
、ス
ウ
ィ

ン
グ
す
る
皆
さ
ん
を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
福
岡
大
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、「R

ise w
ith U

s

」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。共
に
成
長
し
、共
に
駆
け
上
が
ろ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。共
に
連
動
し
、拍
動
し
て
、社
会
に
貢
献
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
を
取
り
巻
く
社
会
の
環
境

は
、大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
、多
様
性
の

尊
重
、Ａ
Ｉ
の
参
入
な
ど
が
ま
す
ま
す
進
み
、Society

5.
0

社
会
に
向
か
っ
て
社
会
が
動
き
ま
す
。働
き
方
改
革
が
推
進
さ

れ
、研
究
の
分
野
で
は
ア
ウ
ト
カ
ム
が
要
求
さ
れ
ま
す
。す
べ
て

に
お
い
て
、正
し
い
、ベ
ス
ト
ワ
ン
の
選
択
や
倫
理
的
問
題
の
解

決
が
、必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。今
ま
で
の
常
識
が
非
常
識
に
な

る
こ
と
が
、現
場
で
は
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、そ
の
よ
う
な
社
会
の
中
で
、こ
れ
ま
で
に
身
に
付

け
た
様
々
な
力
を
駆
使
し
、先
頭
に
立
っ
て
進
ん
で
い
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
大
学
は
、す
ぐ
れ
た
社
会
人
を
育
て
ま
す
。皆
さ
ん
が

今
後
と
も
研
鑽
を
重
ね
て
、社
会
に
貢
献
す
る
仕
事
に
邁
進

さ
れ
る
よ
う
、期
待
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
お
め
で
と
う
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は「
自
分
の
目
標
を
達
成
す
る
」と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
福
岡

大
学
に
入
学
し
、サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
み
、プ
ロ
選
手
に
な
り
ま
し
た
。特

に
、ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、世
界
的

な
舞
台
で
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
こ
と
は
、非
常
に
印
象
深
い
経
験
で
す
。

　

し
か
し
こ
れ
は
、自
分
一
人
だ
け
で
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。周
り
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
結
果
で
す
。皆
さ
ん
の

周
り
に
も
、応
援
し
て
く
れ
る
方
が
必
ず
い
ま
す
。そ
う
し
た
方
の
声
に

耳
を
傾
け
、常
に
前
を
向
い
て
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
を
見
失
わ
ず
に
前
進
し
続
け
る
こ
と
は
、決
し
て
容
易
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
時
は
、こ
れ
ま
で
仲
間
と
と
も
に
乗
り
越
え

て
き
た
こ
と
や
、自
分
自
身
の
成
功
体
験
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。必

ず
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
等
し
く
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
夢
に
向
か
っ

て
羽
ば
た
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。私
も
J
リ
ー
グ
や
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
舞
台
で
多
く
の
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
と
い
う
目
標
に
向
か
い
、ま

だ
ま
だ
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

　

最
後
に
、卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
、さ
ら
な
る
ご
発
展
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、今
、自
分
の
卒
業
時
に
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
、医
師

と
し
て
地
域
医
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。忙
し
い
日
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、

充
実
し
て
い
ま
す
。ア
メ
リ
カ
で
医
師
の
仕
事
に
就
く
ま
で
に
は
大
変
な

こ
と
も
色
々
と
あ
り
ま
し
た
が
、素
晴
ら
し
い
恩
師
、先
輩
、友
人
達
に
恵

ま
れ
、そ
の
方
達
の
支
え
が
あ
っ
て
今
の
自
分
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　

現
在
の
職
場
は
、ア
メ
リ
カ
東
部
、ボ
ス
ト
ン
近
郊
の
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン

ド
州
に
あ
り
ま
す
。多
様
な
人
種
の
中
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
と
、日
本

人
の
仕
事
は
正
確
で
き
め
細
や
か
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、こ
れ

は
日
本
人
と
し
て
誇
り
に
し
て
い
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　

今
、世
界
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（C

O
V
ID
-19

）が
猛
威
を
振
る
っ

て
い
ま
す
。ア
メ
リ
カ
で
も
様
々
な
規
制
が
発
令
さ
れ
、医
療
崩
壊
さ
え

生
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。福
岡
大
学
の
卒
業
式
が
中
止
に
な
っ
た
と
聞

き
、と
て
も
残
念
に
思
い
ま
し
た
が
、感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
仕
方

が
な
い
こ
と
で
す
ね
。医
療
は
も
と
よ
り
経
済
を
は
じ
め
地
球
上
の
至
る

所
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。社
会
へ
の
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
皆
さ
ん
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、世
界
中
で
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。く
れ

ぐ
れ
も
健
康
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

　

こ
れ
か
ら
、社
会
人
と
し
て
就
職
さ
れ
る
方
、ま
た
更
に
学
究
の
道
に

進
ま
れ
る
方
、卒
業
生
の
皆
さ
ま
が
、そ
れ
ぞ
れ
に
福
岡
大
学
で
得
た
素

晴
ら
し
い
仲
間
と
経
験
を
大
切
に
し
つ
つ
、日
本
や
世
界
で
大
き
く
羽
ば

た
い
て
い
か
れ
る
こ
と
を
、ア
メ
リ
カ
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

感
謝
と
目
標
を
胸
に
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
へ

周
囲
の
支
え
を
力
に
、
夢
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
い
て

大
学
時
代
の
絆
と
経
験
を
胸
に
活
躍
す
る
人
に

支
え
て
く
れ
た
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、

高
い
志
を
持
つ
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い

学長メッセージ

永
野 

ひ
ろ
み

商
学
部
第
二
部
総
代

商
学
科

白
石 
沙
也
佳

商
学
部
総
代

商
学
科

八
尋 

健
斗

理
学
部
総
代

地
球
圏
科
学
科

山
村 

圭
吾

工
学
部
総
代

機
械
工
学
科

丸
岡 

亜
美

医
学
部
総
代

医
学
科

金
保 

陽
香

学
部
卒
業
生
総
代

工
学
部

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
科

竹
下 

康
一

人
文
学
部
総
代

歴
史
学
科

江
口 

玲
奈

法
学
部
総
代

法
律
学
科

渡
口 

未
来

経
済
学
部
総
代

産
業
経
済
学
科

伊
藤 

龍
生

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
総
代

ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

柴
田 

佳
奈

薬
学
部
総
代

薬
学
科

森
永 

朗
子

大
学
院
総
代

医
学
研
究
科

※学長メッセージは、要約させていただいております。

令
和
元
年
度「
福
岡
大
学
学
長
賞
」は
、次
の
2
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、在
学
中
の
課
外
活
動
で
顕
著
な
成
績
を
収
め
た
学
生
に
授
与
す
る
も
の

で
す
。
そ
の
功
績
を
称
え
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
ま
す
。

福
岡
大
学
学
長
賞

永井 謙佑さん

プロサッカー選手（FC東京所属）
スポーツ科学部スポーツ科学科 2011年卒業

鬼塚 じゅんさん

医師（米国ロードアイランド州）
医学部医学科 2000年卒業

●平成30年度 九州六大学野球 春季リーグ戦　
　ベストナイン
●令和元年度 第68回全日本大学野球
　選手権大会　ベスト16
●令和元年度 プロ野球
　北海道日本ハムファイターズ　育成1位指名 福

岡
大
学
長 

朔 

啓
二
郎

　3月19日（木）に予定していた卒業式は、新型コロナウイルスの

影響拡大に伴い中止となりました。ここに、学長ならびに本学卒業

生から卒業された皆さんへメッセージを贈ります。

成
迫 

達
成

法
科
大
学
院
総
代

法
曹
実
務
研
究
科

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

総
代

宮田 輝星さん

スポーツ科学部
スポーツ科学科
（野球部）

●平成31年度 国際体操連盟（FIG）技術委員会が
　跳馬の新技を「ヨネクラ」と命名
●平成31年度 第73回全日本体操競技
　個人選手権　跳馬　優勝
●令和元年度 第73回全日本学生体操競技選手権
　跳馬　優勝

米倉 英信さん

スポーツ科学部
スポーツ科学科
（体操競技部）

みや た   ほく と

よね くら  ひでのぶ

卒業生の皆さんへ

学長メッセージ
動画はこちら
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　福岡大学で開催される催しや取り組みをご

紹介。多種多様な活動を通して、輝きをます

学生たちの姿をぜひご覧ください。

　学術文化部会の各部が日頃の活動を披露・

発表する場であると共に、広く学術文化部会に

ついて知ってもらう場として実施しています。

学術文化祭

2020.06.22（Mon）～26（Fri）

※開催時期等は変更になることがあります。詳細は福岡大学公式ウェブサイト等でご確認ください。

学術文化祭の概要

福岡大学内各所

　各部の活動成果の発表はもちろん、著名な文

化人の講演会も行います。そのほかにも多種多

様な企画を準備しています。お楽しみに！

みどころ

開催場所

開催予定日

　本行事は学術文化祭のフィナーレとして行い

ます。ステージ発表や展示により、各部の日頃の

成果を披露します。

学術文化祭 音楽の夕べ

2020.06.28（Sun）

音楽の夕べの概要

FFGホール

　音楽系団体を中心に、日頃の活動成果を

FFGホールで披露します。レベルの高い演奏・発

表をお楽しみください。

みどころ

開催場所

開催予定日

令和 2 年度

　学術文化祭開催

政治班と討論班に分かれ、模擬
裁判や大会に向けての勉強・準
備を行う部活動です。

法律研究部

部員／102人

新規事業の企画や企業の分析
などを行っています。全国大会で
も毎年3位以内に入る実力があり
ます。

経営学研究部

部員／53人

毎週木曜日、簿記の勉強を中心
に部員同士の親睦を深めながら
楽しく活動しています。

会計学研究部

部員／10人

西日本高等学校珠算競技大会に
向けた読み上げの練習や問題作成
などの運営準備、大会・検定に向け
た練習を主な活動としています。

珠算研究部

部員／14人

ディスカッション・スピーチ・ディ
ベートの3セクションに分かれて
活動しています。

英語研究部

部員／25人

主に討論・プレゼンテーション大
会の企画、運営を行っている部
活動です。

ゼミナール連合部

部員／12人

詩歌・小説を取り上げて意見を
交わしたり、テーマを設定して作
品を創作したりしています。

文芸部

部員／16人

油彩・水彩・CG・陶器・オブジェ
の5つのジャンルで、年3回の展
示会に向けて制作活動を行なっ
ています。

美術部

部員／107人

本格的な一眼レフを使って撮影
しています。展示会では写真を通
して表現した、部員の個性溢れる
作品を展示しています。

写真部

部員／36人

歴史に関する人物や出来事を日々
研究し、その成果を学術文化祭や
七隈祭の場で発表しています。

歴史研究部

部員／26人

年5回ある寄席に向けて日々稽
古に励んでいます。学術文化祭
では風流寄席を行う予定です。

落語研究部

部員／23人

私たちに身近な経済をテーマに
プレゼンテーションを行い、知識を
深めながら楽しく活動しています。

経済学研究部

部員／35人

火曜日・金曜日の週2日、旅の振
り返りや旅程の作成を行います。
旅本来の楽しみ方を追求してい
ます。

旅研究部

部員／43人

前期と後期にある公演に向けて、
日々の稽古に取り組んでいます。
部員全員が裏方の仕事を持ちな
がら、役者や演出を務めています。

演劇部

部員／13人

映画を観る「鑑賞課」、映画制作を
行う「制作一課」、演技やレクから
映画に携わる「制作二課」の3つ
の課に分かれ、活動しています。

映画研究部

部員／92人

音楽の夕べや定期演奏会に向
けて、歌うことの魅力を追求し、
日々の活動に取り組んでいます。

メール・ハーモニー部

部員／28人

他の音楽サークルと違う点は、洋楽
だけを扱うことと、管楽器を取り入れ
たバンド活動を行えることです。

器楽部

部員／77人

毎週火曜日と金曜日に囲碁を打
ちます。個性豊かな部員と交流を
深めながら日々楽しく活動してい
ます。

囲碁部

部員／20人

タイプライターを使用してタイピン
グ技術を向上させる活動をメインと
するほか、レクリエーションを通じて
部員相互の親睦を深めています。

英文タイプ研究部

部員／20人

速記技術の習得・向上を目指し
て、また大会や検定での入賞に
向けて、日々活動しています。

速記研究部

部員／20人

6月のプロムナードコンサート、
12月の定期演奏会に向けた練
習をメインに、依頼演奏等も行っ
ています。

交響楽団

部員／65人

地域のお祭りやイベント、老人ホ
ーム、幼稚園など、福岡を中心に
たくさんの方に和太鼓を楽しんで
いただいています。最近では、年
2回海外演奏も行なっています。

和太鼓部（鼓舞猿）

部員／79人

自作のフリーペーパーや、模造紙
を使った展示によって音楽の情
報を伝える活動をしています。

音楽研究部

部員／9人

書技向上、親睦融和、書道文化
の普及という三本柱をもとに活
動しています。

書道部

部員／35人

能楽部では、能のうち「素謡」「仕
舞」を練習し、7月と12月にある
定期発表会で披露しています。

能楽部

部員／9人

対局・詰将棋・棋譜並べ・コンピュ
ータを使った研究等、将棋に関す
るさまざまな活動を行なっています。

将棋部

部員／26人

週3回のお稽古に励み、基本的
な作法、正しい日本語の使い方
など普段の授業では触れること
のない知識を茶道を通して学ん
でいます。

茶道部

部員／32人

演技や司会・MC、撮影や映像
編集等、幅広く「放送に関わるこ
と」を行っています。

放送研究部

部員／21人

春にクラブ創立60周年を迎えた
マンドリンクラブは、マンドリンとい
う弦楽器を使ったオーケストラ演
奏をしています。

マンドリンクラブ

部員／54人

部員同士の交流をメインとしつつ
も、最大行事である九薬連の発
表に向けての準備も進めます。

薬学研究部

部員／100人

ユースホステル（YH）を利用した
旅で得たものをまとめ、YHへの
関心・知識・理解を深める部活
動です。

ユースホステル研究部

部員／30人

学術文化部紹介

※部員数は2020年2月現在※部員数は2020年2月現在
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福岡大学学生サポート募金（掲載第2 4回）

寄付者ご芳名一覧
　

現
在
、福
岡
大
学
で
は
募
金
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
方
か
ら
、任
意
の

ご
寄
付
に
も
か
か
わ
ら
ず
、多
大
な
る
ご
支
援
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

福
岡
大
学
学
生
サ
ポ
ー
ト
募
金
は「
本
学
の
学
生
に

対
す
る
全
人
教
育
の
推
進
、豊
か
な
学
生
生
活
の
形
成

を
支
援
す
る
制
度
」と
し
て
、在
学
生
、卒
業
生
、保
護

者
、大
学
の
相
互
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
る
と
と
も

に
、本
学
独
自
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

福
岡
大
学
学
生
サ
ポ
ー
ト
募
金
へ
の
寄
付
金
を
活

用
し
た
支
援
事
業
に
よ
り
奨
学
金
を
受
給
し
た
学
生

の
声
は
次
の
と
お
り
で
す
。今
後
と
も
ご
支
援
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
経
済
的
困
窮
学
生
に
対
す
る
支
援

　
『
家
族
の
急
変
に
よ
り
、学
生
生
活
が
ど
う
な
る
か

不
安
で
し
た
が
、今
回
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
、そ
の
不

安
が
少
し
解
消
さ
れ
ま
し
た
。残
り
の
大
学
生
活
も
一

生
懸
命
頑
張
り
た
い
で
す
。寄
付
者
の
方
々
に
は
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
』（
3
年
次
生
）

②
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
強
化
に
対
す
る
支
援

　
『
福
岡
大
学
と
い
う
素
晴
ら
し
い
環
境
や
寄
付
な
ど

を
通
じ
て
支
援
を
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
お
か
げ
で
東

京
2
0
2
0
大
会
を
目
指
し
て
練
習
に
励
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。福
岡
大
学
の
学
生
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、東

京
２
０
２
０
大
会
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
』（
2
年
次
生
）

創立8 5周年記念福岡大学新室内プール（仮称）建設募金（掲載第6回）

　

福
岡
大
学
新
室
内
プ
ー
ル（
仮
称
）は
学
生
の
保
健
体

育
科
目
、専
門
教
育
科
目
、課
外
教
育
活
動
は
も
と
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プール募金概要
■目標額
　2億円
■寄付金額
　個人／一口 1万円
　（一口未満のご寄付もありがたくお受けいたします）
　法人・団体／一口の金額は特に定めておりません。
■申込方法
　ＰＣやスマートフォンなどを利用したインターネット募
金、振込による申し込みが可能です。
■募集期間
　平成30年7月～令和3年3月
■寄付者顕彰
　寄付累計額が基準を満たした方には寄付者名を刻
んだ寄付者銘板の設置や感謝状の贈呈などの顕
彰をさせていただきます。

募金の詳細は募金専用ウェブサイトをご覧になるか、
福岡大学財務部助成課までご連絡ください。

創
立
85
周
年
記
念

福
岡
大
学
新
室
内
プ
ー
ル（
仮
称
）

建
設
募
金
へ
の
ご
支
援
の
お
願
い

福
岡
大
学
学
生
サ
ポ
ー
ト
募
金
へ
の

ご
支
援
の
お
願
い

〈完成予想図〉〈完成予想図〉

外観外観

建設中の新室内プール（2020年3月現在）建設中の新室内プール（2020年3月現在）

内観内観

入学前予約型奨学金

国際交流に関する支援 

経済的困窮学生に対する
奨学金 

学生のスポーツ強化に
対する支援 
正課外教育及び社会貢献
活動に対する支援 
その他学生の教育、学習及び
生活に関する支援の充実を図る事業 

使　途

合　計

1,179,700

23,810,313

1,749,400

3,959,900

1,758,400

44,825,409

令和元年
9月までの
寄付金額（円）

27,200

1,671,939

172,200

179,200

35,200

150,000

令和元年
10月～12月
寄付金額（円）

1,206,900

25,482,252

1,921,600

4,139,100

1,793,600

44,975,409

77,283,122 2,235,739 79,518,861

寄付金累計額
（円）

寄付金受入状況（使途別）
令和元年12月31日現在

卒業生

在学生の保護者

職員・役員

企業等法人

その他

募金対象者

13,632,190

12,997,136

22,023,283

20,995,511

7,635,002

77,283,122

令和元年
9月までの
寄付金額（円）

130,000

273,417

1,625,717

180,840

25,765

2,235,739

令和元年
10月～12月
寄付金額（円）

13,762,190

13,270,553

23,649,000

21,176,351

7,660,767

79,518,861

寄付金累計額
（円）

寄付金受入状況（募金対象者別）
令和元年12月31日現在

合　計
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在学生の保護者

職員・役員

企業等法人

その他

募金対象者

3,242,000

534,000

4,260,000

26,261,000

80,000

34,377,000

令和元年
9月までの
寄付金額（円）

90,000

110,000

900,000

0

20,000

1,120,000

令和元年
10月～12月
寄付金額（円）

3,332,000

644,000

5,160,000

26,261,000

100,000

35,497,000

寄付金累計額
（円）

寄付金受入状況（募金対象者別）
令和元年12月31日現在

合　計
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9月まで

目標額まで
1億6,450万円

寄付金受入状況（月別）
令和元年12月31日現在

受入状況（円）
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10月

11月

12月

目標額まで

目標額

34,377,000
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310,000

680,000
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●最大約50％の減税効果があります！
●現金だけでなく本やDVDでもできます！
●インターネットでの申し込みなら
　24時間受け付け可能です！

学校法人福岡大学への寄付は読み終わった本・DVD等で福岡大学をご支援ください。

お申し込み・お問い合わせ先 福岡大学 古本募金 検索

受付：9時～18時・365日
運営協賛：古本募金きしゃぽん（嵯峨野株式会社）
0120-29-7000

［募金のご報告］

※令和元年10月から12月まで
　（　）内は平成30年8月から令和元年
12月までの累計

◎18人
◎2,199冊

◎88,699円
　（486,098円）福岡大学

古本募金

「学校法人福岡大学 募金のご案内」の訂正について（お詫び）

　『福岡大学学園通信』第67号（2019年10月発行）に同封した「学校法人福岡大学募金のご案
内」（払込取扱票）に誤りがございましたので、以下のとおり訂正いたします。

　また、払込取扱票をご利用の際は寄付金を払い込む金融機関に関わらず、切り取らずに4枚
すべてを金融機関の窓口にご提出いただきますようお願いいたします。
　皆様には大変ご迷惑をおかけしますことをお詫び申し上げます。

使途表内
　建設募金　使途名
（誤） 3.福岡大学新体育館建設募金　→　（正） 3.福岡大学新体育寮建設募金

職
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等
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む



福岡リーガルクリニック法律事務所
弁護士法人福岡リーガルクリニックセンター（福岡県弁護士会所属）

TEL:092-874-9292（受付時間：平日9：30～17：30）
福岡大学60周年記念館（ヘリオスプラザ）5階　https://www.fukuoka-legal.jp/
休業日：原則として土・日・祝日　※事前の予約であれば、土・日や時間外も柔軟に対応します。

福大生の法律に関するさまざまなトラブルに
無料で相談に応じます

例えば、こんな悩みはありませんか？
アルバイト先での不当解雇 敷金の返還がない 交通事故に遭ってしまった

TEL:092-871-6631（代）（内線：2630）完全予約制
ウェブサイトもご覧ください▶ http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu816/home1/hd1.htm
※お電話は平日の9:00～16：30にお願いします。

（HDセンター：学生相談室）

●本学学生のことであれば、ご家族や教職員からの相談もお受けしています。

費 用 無料 相談時間 月・水・木・金/9:30～15:50
　　 火 　　/9:30～18:30

場 所 学生部事務室棟3階
（1階に学生課のある建物）

専門のカウンセラーが
皆さんのこころの整理をお手伝い

単位のこと
が心配

朝起きられないよく眠れない

相談内容の秘密は守りますので、
安心してお越しください

人間関係が
うまくいかない
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福岡大学新自修寮建設募金（掲載第1回）

寄付者ご芳名一覧
　

福
岡
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学
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は
、福
岡
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学
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受
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・
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が
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。
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。
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卒業生

在学生の保護者

職員・役員

企業等法人

その他

募金対象者

10,000

10,000

1,040,000

12,510,000

0

13,570,000

寄付金額（円）

寄付金受入状況（募金対象者別）
令和元年12月31日現在

合　計

新自修寮建設募金／新体育寮建設募金概要
■目標額
　各募金事業　1億円
■寄付金額
　個人／一口1万円
　（一口未満のご寄付もありがたくお受けいたします）
　法人・団体／一口の金額は特に定めておりません。
■申込方法
　PCやスマートフォンなどを利用したインターネット募
金、振込による申し込みが可能です。
■募集期間
　令和元年9月～令和4年3月
■寄付者顕彰
　寄付累計額が基準を満たした方には寄付者名を刻
んだ寄付者銘板の設置や感謝状の贈呈などの顕
彰をさせていただきます。

募金の詳細は、募金専用ウェブサイトをご覧になるか、
福岡大学財務部助成課までご連絡ください。

福岡大学新自修寮完成予想図

福岡大学新体育寮完成予想図
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福岡大学新体育寮建設募金（掲載第1回）

卒業生

在学生の保護者

職員・役員

企業等法人

その他

募金対象者

10,000

30,000

1,020,000

12,500,000

0

13,560,000

寄付金額（円）

寄付金受入状況（募金対象者別）
令和元年12月31日現在

合　計
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福岡大学への寄付者ご芳名一覧
本学に対し多大なるご寄付を賜り、深く感謝いたします。ここに、令和元年10月1日から
12月31日までの期間にご寄付をいただいた方々のご芳名を掲載させていただきます。

一般社団法人福岡大学同窓会有信会 理事長 大野 憲俊 様
株式会社メモリード 代表取締役 吉田 昌敬 様
公益財団法人金澤奨学会 理事長 廣渡 務 様
松本 覺爾 様
株式会社森光商店 取締役社長 森光 栄一 様
森光 栄一 様
福岡大学附属若葉高等学校若葉会 会長 橋下 京子 様
株式会社サンコンタクトレンズ 代表取締役 笹川 泰弘 様
内田 浩文 様

匿名様3人

5,000,000円
1,000,000円
500,000円
400,000円
300,000円
200,000円
200,000円
100,000円
50,000円

浅見 筧洞書「謀而鮮過 惠訓不倦」 山村 昌次 様

joseika@adm.fukuoka-u.ac.jpメール

092-871-6813FAX

募金に関するお問い合わせ先

福岡大学 財務部助成課
092-871-6631（代）TEL

内線 2371・2372

▶スマートフォンは
　こちらからも
　アクセスできます。

▶こちらのキーワードでアクセス
　してください。

福岡大学 募金 検索

ななくま通信NANAKUMA Communication

T�ics
各方面で目覚ましい功績を挙げた学生を表彰ー課外教育活動成績優秀者ー
令和2年3月12日（木）、「福岡大学給費奨学金（二号）授与式」および「学友会課外

教育活動成績優秀者表彰式」を行いました。「福岡大学給費奨学金（二号）」は、課外

教育活動において特異な能力を発揮し、優れた業績を示した者に対して奨学金を授与

する制度で、今回は10人に授与されました。「学友会課外教育活動成績優秀者表彰」

は、課外教育活動を通じて優秀な成績を修めた学生を半期ごとに表彰する制度で、今

回は団体の部で4団体、個人の部で20人が表彰されました。

令和元年度給費奨学金（二号）授賞者

2019 FIG種目別チャレンジカップ・ソンバトヘイ大会 跳馬
第103回 日本陸上競技選手権大会 女子200m
第103回 日本陸上競技選手権大会 女子走高跳
U-19全日本大学選抜「2019国際サッカートーナメント大会」
U-21国際サッカートーナメント
Thailand Para-Badminton International 2019 女子 シングルス

第4回 マカッサルオープン

優勝
優勝
優勝
優勝
第2位
優勝

第3位

米倉　英信
兒玉　芽生
神田　菜摘
不破　将生
倉員　宏人
藤野　遼
海邊　和也
実松　悠仁
沢村　洋
綾戸　康祐

スポーツ科学部 4年次
人文学部 2年次

スポーツ科学部 3年次
スポーツ科学部 1年次
スポーツ科学部 2年次
商学部 4年次
経済学部 2年次
経済学部 3年次

スポーツ科学部 4年次
スポーツ科学部 4年次

体操競技部

陸上競技部

サッカー部

バドミントン部

ソフトボール部

大会名及び種目等 結 果氏 名学部・学年所 属

令和元年度（下期） 課外教育活動成績優秀者

第103回 日本陸上競技選手権リレー競技大会 男子 4×400mリレー 
第66回 秩父宮妃賜杯全日本バレーボール大学女子選手権大会 
第54回 全日本大学男子ソフトボール選手権大会 
第71回 全日本学生新体操選手権大会 男子 団体総合 

第2位
第2位
第3位
第3位

陸上競技部（男子）
バレーボール部（女子）
ソフトボール部（男子）
新体操競技部（男子）

大会名及び種目等 結 果学友会名
団体の部（全国大会3位以上等）

第16回 田島直人記念陸上競技大会（GP） 女子 100m
第16回 田島直人記念陸上競技大会（GP） 男子 300m
天皇賜盃第88回 日本学生陸上競技対校選手権大会 男子 400m
天皇賜盃第88回 日本学生陸上競技対校選手権大会 女子 砲丸投
天皇賜盃第88回 日本学生陸上競技対校選手権大会 女子 走高跳
2019日本学生陸上競技個人選手権大会 男子 400mH
第41回 北九州陸上カーニバル（GP） 女子 三段跳
天皇賜盃第88回 日本学生陸上競技対校選手権大会 男子 三段跳
第35回 U20日本陸上競技選手権大会 男子 三段跳
天皇賜盃第88回 日本学生陸上競技対校選手権大会 女子 やり投
第35回 U20日本陸上競技選手権大会 男子 やり投
第95回 日本学生選手権水泳競技大会 男子 100ｍ平泳ぎ
第5回 ＤＡＩＨＡＴＳＵ日本障がい者バドミントン選手権大会 女子 シングルス
第92回 日本学生氷上競技選手権大会 フィギュア競技
令和元年度 全日本学生レスリング選手権大会 グレコローマンスタイル82㎏級
第71回 全日本学生新体操選手権大会 種目別ロープ

第64回全日本学生競技ダンス選手権大会（ラテンの部・チャチャチャ）

2019年度 全日本学生自動車運転競技選手権大会 男子貨物自動車の部A

優勝
第2位
第2位
第3位
第2位
第2位
第3位
第2位
優勝
第2位
第3位
優勝
第2位
第3位
第3位
第2位

優勝

第2位

兒玉　芽生
三浦　歩
松清　和希
尾山　和華
神田　菜摘
筒江　海斗
高島　真織子

安立　雄斗

上田　百寧
疋田　直輝
原口　拓也
藤野　遼
竹野　比奈
今村　太陽
栗山　巧
桂　聖幸
西村　文花
林　紘平

人文学部 2年次
スポーツ科学部 4年次
スポーツ科学部 4年次
スポーツ科学部 3年次
スポーツ科学部 3年次
スポーツ科学部 3年次
スポーツ科学部 2年次

スポーツ科学部 1年次

スポーツ科学部 2年次
スポーツ科学部 1年次
スポーツ科学部 4年次
商学部 4年次

スポーツ科学部 4年次
スポーツ科学部 3年次
スポーツ科学部 4年次
理学部 4年次
人文学部 4年次
工学部 3年次

陸上競技部

水泳部
バドミントン部
スケート部
レスリング部
新体操競技部

舞踏研究会

自動車部

大会名及び種目等 結 果氏 名学部・学年学友会名
個人の部（全国大会3位以上等）

2020年ベルギー国際大会 女子 52㎏級
Thailand Para-Badminton International 2019 女子 シングルス
Denmark Para-Badminton International 2019 女子 シングルス
Hulic Daihatsu Japan Para-Badminton International 2019 女子 シングルス
2019 FIG種目別チャレンジカップ・ソンバトヘイ大会 跳馬

優勝
優勝
第2位
第2位
優勝

坪根　菜々子

藤野　遼

米倉　英信

法学部 2年次

商学部 4年次

スポーツ科学部 4年次

柔道部（女子）

バドミントン部

体操競技部

大会名及び種目等 結 果氏 名学部・学年学友会名
個人の部（国際試合等）

※学部・学年は表彰時のもの

職
員
・
役
員

（

）

退
職
者
・
学
外

理
事
等
を
含
む

職
員
・
役
員

（

）

退
職
者
・
学
外

理
事
等
を
含
む
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福岡大学名誉教授

（敬称略）

教育職員
人文学部
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
法学部
経済学部
商学部
　 〃
　 〃
　 〃
理学部
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
工学部
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
医学部
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
薬学部
　 〃
福岡大学筑紫病院
人文学部
理学部
医学部
　 〃
工学部
　 〃

教　　　授
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
准　教　授
　　 〃
講　　　師
助　　　教
助　　　手
　　 〃

小林　信行
武末　純一
田坂　順子
平兮　元章
藤本　恭比古
森　　茂曉
岩倉　正博
米田　清
井上　伊知郎
佐々木　昇
田代　安彦
服部　彰
小田　信行
田口　幸洋
袮宜田　啓史
山口　敏男
山田　直記
梶山　喜一郎
黒瀬　重幸
西嶋　喜代人
樋口　壯太郎
本田　知宏
出石　宗仁
井上　隆司
兼岡　秀俊
田中　正利
田村　和夫
中島　衡
西村　良二
原田　春美
宮林　郁子
片岡　泰文
中島　学
永田　忍彦
鴨川　武文
赤星　信
自見　至郎
廣田　一紀
佐々木　一人
柳瀬　信一

※「福岡大学教育職員資格審査基準」第4条第7号適用

※

高校教育職員
附属大濠高等学校
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃

校　　　長
教　　　諭
　　 〃
　　 〃
　　 〃

相良　浩文
筒井　正二郎
原口　宣之
益尾　幸弘
山下　敬輔

定年退職者

長年にわたる功績を称え福岡大学名誉教授の称号が授与されました。

〈2020年4月1日付〉

人文学部
小林　信行
武末　純一
田坂　順子
平兮　元章
藤本　恭比古
森　茂曉

法学部
岩倉　正博

経済学部
米田　清

商学部
井上　伊知郎
佐々木　昇
服部　彰

理学部
小田　信行
田口　幸洋
祢宜田　啓史
山口　敏男
山田　直記

工学部
梶山　喜一郎
黒瀬　重幸
西嶋　喜代人
樋口　壯太郎
本田　知宏

医学部
出石　宗仁
井上　隆司
兼岡　秀俊
田中　正利
田村　和夫
西村　良二

薬学部
片岡　泰文

（選択定年者を含む）2020年3月31日付

事務職員
人事部
人事部付
法学部事務室
　 〃
理学部事務室
医学部事務課
薬学部事務室
スポーツ科学部事務室
学生課（国際交流会館事務室）
研究推進課
教職課程教育センター事務室
福岡大学病院事務部
文書課
学術情報課

参　　　事
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
参　事　補
　　 〃

四俣　理夫
松江　いづみ
岩永　由美子
小島　譲二
岩永　賢一郎
塩澄　文子
山﨑　咲子
吉武　行寛
白石　明
中川　浩徳
原　　知津子
立花　時弘
藤田　真弓
増江　武彦

看護職員
福岡大学筑紫病院 看護部
福岡大学病院 看護部
福岡大学筑紫病院 看護部
福岡大学病院 看護部
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
福岡大学筑紫病院 看護部
　 〃

看 護 師 長
主任看護師
　　 〃
看　護　師
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃

松田　美奈子
間山　絹代
大府　美紀
岩本　知恵美
猿渡　恵子
白石　千恵子
堀田　育恵
森　　由美子
横山　京子
中村　いくみ
吉開　優子

教育技術職員
工学部
　 〃
医学部

技　　　師
　　 〃
　　 〃

國分　清次
吉国　宣幸
加藤　真澄

医療技術職員
福岡大学病院 臨床検査部
福岡大学病院 放射線部
福岡大学病院 薬剤部

技　　　師
　　 〃
　　 〃

中川　勝
𠮷村　清伸
井口　裕詔

ななくま通信NANAKUMA Communication

本誌『福岡大学学園通信』に関するご感想をお寄せください。
より良い広報誌づくりのために、ご意見・ご感想などをお待ちしています。
また、情報提供などありましたらお知らせください。

令和2年度の「福岡大学髙田法曹育成基金」の奨学生に、

野田尚輝さん（法曹実務研究科2年次生）と川原ひなさん（同

1年次生）が認定されました。この奨学金は、本学の髙田桂一

名誉教授から、本学法科大学院生を対象とする給費奨学制

度の創設を目的とした寄付によりできたものです。

News
令和2年度「福岡大学髙田法曹育成基金」
奨学生に2人を認定

福岡大学の新しいスローガンに「Rise with Us」が決定し

ました。

「Rise with Us」には、学生、教職員、卒業生、キャンパス、

そして地域社会が一体となって連動・拍動し、開かれた自由闊

達な議論を通して共に成長・発展することで、大学の使命であ

る、時代に即応しグローバルに貢献する教育・研究・医療の提

供を目指し、「共にステップアップする」というメッセージが込めら

れています。

News
福岡大学の新しいスローガンに
「Rise with Us」が決定

福岡大学では、新ウェブメディア「FUKUDAism（フクダイズ

ム）」でも情報発信します。

在学生や卒業生の活躍、最先端の研究、高度な医療、地域

や産業界との連携、国際交流など、カテゴリー別に分かりやすくお

伝えします。ぜひ、「福岡大学（福大）らしさ」を感じ取ってください。

なお、ウェブメディアの新設に伴い、年に4回発行していた

『学園通信』は年2回発行となります。

News
新ウェブメディアでも情報発信

2019年3月、一般社団法人大学スポーツ協会（UNIVAS）

が設立されました。222大学、34競技団体が加盟し、福岡大学

も加盟しています。

2019年度の大学スポーツにおける競技成績や各取り組み

を表彰する『UNIVAS AWARDS 2019-20』が3月27日

（金）に行われ、本学は競技横断型の大学対抗戦「UNIVAS 

CUP 2019-20」で加盟222大学中、第9位にランクイン。九

州地区では第1位の

成績となりました。他

にも、大会・プロモー

ションに関する取組

部門で最優秀賞を受

賞しました。

News
『UNIVAS AWARDS 2019-20』の
各部門で表彰を受けました

●「UNIVAS CUP 2019-20」
  ・総合ランキング第9位　　・九州地区第1位
●大会・プロモーションに関する優秀取組賞
  ・最優秀賞　『地域連携推進センター及びサッカー部「ふれあい
　　　　　　 スポーツフェスタ2019 in 福岡大学」の取組』
●パーソン・オブ・ザ・イヤー
  ・優秀賞　米倉 英信選手（体操競技部）
●安全確保に関する優秀取組賞
  ・優秀賞　『学内スポーツ事故予防および、
　  　　　　 対応における多職間連携ネットワークの構築』

サイト名：
FUKUDAism（フクダイズム）
「福大」と「主義・特性を意味する
接尾辞（ism）」による造語

提供：大学スポーツ協会（UNIVAS）
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